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主要登場人物紹介 
 

１．『ＨＵＧ
は ぐ

っと！プリキュア』 

 

 野乃
の の

はな《キュアエール》（ＣＶ：引坂理絵） 

 新学期で転校してきた中学２年生の女の子。背が低くて子供っぽいことを気にして

おり、イケてる大人のお姉さんになることを目指している。何にでも興味を持つが、

ドジをして失敗することも多い。突然現れた不思議な赤ちゃん「はぐたん」を守りた

いという強い気持ちによって、元気のプリキュア「キュアエール」に変身した。 

 

 薬師寺
やくしじ

さあや《キュアアンジュ》（ＣＶ：本泉莉奈） 

 はなのクラスの学級委員長。とにかく誰にでも優しい天使のような女の子。母親は

女優で、さあや自身も幼い頃は人気子役として活躍していた。でも自分が本当にやり

たいことは何なのか悩んでいる。プリキュアとして戦うはなを助けたい、自分も強く

なりたいという強い気持ちから、知恵のプリキュア「キュアアンジュ」に変身した。 

 

輝 木
かがやき

ほまれ《キュアエトワール》（ＣＶ：小倉唯） 

はなと同じクラスの、おしゃれで大人っぽい女の子。何事にもクール。元々フィギ

ュアスケートのスター選手だった。ジャンプの失敗がきっかけでスケートから距離を

置いていたが、はなたちと出会い、もう一度高く跳びたいという熱い気持ちが蘇る。

弱い自分に打ち勝った時、力のプリキュア「キュアエトワール」に変身した。 

 

愛 崎
あいさき

えみる《キュアマシェリ》（ＣＶ：田村奈央） 

 小学６年生。はなの妹・ことりの同級生。絶対音感の持ち主で、音楽が大好き。ヒ

ーローに憧れ、周りのことを過度に気にかけている。家族に反対されたギターをルー

ルーが受け入れてくれたことで、強い友情を感じている。お互いを想い合う気持ちが

奇跡を起こし、ルールーとふたりで、愛のプリキュア「キュアマシェリ」に変身した。 

 

ルールー・アムール《キュアアムール》（ＣＶ：田村ゆかり） 

 元クライアス社・アルバイトのアンドロイド。プリキュアを調査するために、野乃

家とはなのクラスに潜入したが、はなたちと接したことで心が芽生え始め退職。更に

えみると出会ったことで音楽を知り、友情を育んでゆく。お互いを想い合う気持ちが

奇跡を起こし、えみるとふたりで、愛のプリキュア「キュアアムール」に変身した。 
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２．『快盗戦隊ルパンレンジャー VS 警察戦隊パトレンジャー』 

 

 朝加
あさか

圭一郎《パトレン１号》（ＡＳ：結木滉星） 

熱血ド真面目な警察官。一度決めたら一直線で、基本的にルールを重視するが、頭

に血が昇ると突っ走ってしまいがち。だが、人々の安全と平和を守りたいという思い

も強い。悪事を許さんと犯罪ゼロを目指し、ギャングラーは勿論、ルパンレンジャー

を徹底的に否定しているが、戦いの中で快盗が何者なのか考えるようになる。 

 

 陽川
ひかわ

咲也
さくや

《パトレン２号》（ＡＳ：横山涼） 

明るく素直な後輩系男子。お人好しで優柔不断。圭一郎とつかさによく叱られてい

るが、褒められると伸びるタイプと自認している。パトカーの運転を担当し、射撃も

得意とする。ギャングラーと対抗するルパンレンジャーを、頭ごなしに否定はしてい

ない。初美花の正体を知らぬまま、一方的な想いを寄せている。 

 

 明 神
みょうじん

つかさ《パトレン３号》（ＡＳ：奥山かずさ） 

クールビューティなサバサバ系女性警察官。気が強く、言葉づかいも男っぽいが、

世話好き。またぬいぐるみなど可愛いものには目がなかったり、お化けが嫌いだった

りと、意外な一面が多い。圭一郎とは警察学校同期の腐れ縁で、熱くなりがちな圭一

郎を諌めることも。ルパンレンジャーに対しては中立的な立場を取る。 

 

 高尾ノエル《ルパンエックス／パトレンエックス》（ＡＳ：元木聖也） 

26 歳。国際特別警察フランス本部から派遣された、潜入捜査官。だがその正体は、

アルセーヌ・ルパン家に仕える謎の男。ある時はルパンレンジャーと共にルパンコレ

クションを奪い、またある時はパトレンジャーと共にギャングラーと戦う。二つの顔、

二種の姿に変身することを隠す素振りすらないため、両者を困惑させている。 

 

 夜野
や の

魁利
かいり

《ルパンレッド》（ＡＳ：伊藤あさひ） 

19 歳。大胆不敵な食わせ者。一見軽い調子だが、頭の回転が速くどこか憎めない。

何事も即断即決で、ミスは切りかえの速さでカバー。戦う覚悟を決めたら容赦はしな

い。兄を取り戻すためルパンレンジャーとなった。 

 

 宵 町
よいまち

透真
とおま

《ルパンブルー》（ＡＳ：濱正悟） 

 24 歳。クールな腹黒ジェントルマン。感情を表に出さないが、穏やかな口調で毒を

はき、涼しい顔で危険な行動をとる。冷静だが、ギャングラーに対すると我を忘れ、

周りが見えなくなることも。婚約者を取り戻すためルパンレンジャーとなった。 

 

 早見
はやみ

初美花
う み か

《ルパンイエロー》（ＡＳ：工藤遥） 

19 歳。妹系おしゃれガール。思ったことがついつい口に出てしまう。チーム最年少

でマイペースだが、実は一番テキパキしたしっかり者。ガーリーなファッションを好

む。親友を取り戻すためルパンレンジャーとなった。
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プ
ロ
ロ
ー
グ 

   

私
、
野
乃
は
な
！ 

十
三
歳
！ 

実
は
プ
リ
キ
ュ
ア
な
の
！ 

 

「
そ
ん
な
こ
と
は
知
っ
て
い
る
ッ
ッ
!!
」 

  

…
…
…
…
あ
の
。
え
ー
っ
と
。 

 

「
何
故
だ
ッ
!! 

何
故
子
供
で
あ
る
君
が
、
あ
ん
な
危
険
な
目
に
遭
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
!?
」 

  

…
…
…
…
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
？ 

 

「
先
輩
、
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
…
…
」 

「
圭
一
郎
、
少
し
は
彼
女
た
ち
の
意
思
を
尊
重
し
て
…
…
」 

「
―
―
咲
也
!! 

つ
か
さ
!! 

お
前
た
ち
は
、
子
供
た
ち
に
戦
わ
せ
る

こ
と
に
対
し
て
、
何
の
戸
惑
い
も
感
じ
な
い
の
か
!?
」 

 

「
な
、
何
だ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
す
み
ま
せ
ん
…
…
」 

「
こ
れ
、
職
権
の
濫
用
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

「
不
当
逮
捕
な
の
で
す
!! 

こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
、
獄
中
で
生
涯
を

終
え
る
の
で
す
!! 

嫌
な
の
で
す
ぅ
!!
」 

「
国
際
特
別
警
察
機
構
、
Ｇ
ｌ
ｏ
ｖ
ａ
ｌ 

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｏ

ｌ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
―
―
通
称
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
。 

 

異
世
界
犯
罪
者
集
団
『
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
』
に
対
抗
す
べ
く
、
日
本
支

部
で
は
戦
力
部
隊
が
組
織
さ
れ
、
ま
た
世
間
を
騒
が
す
快
盗
と
も
―
―
」 

 

「
―
―
と
に
か
く
ッ
ッ
!! 

 

野
乃
は
な
、
薬
師
寺
さ
あ
や
、
輝
木
ほ
ま
れ
、
愛
崎
え
み
る
、
ル
ー

ル
ー
・
ア
ム
ー
ル
の
五
名
!! 

 

こ
の
…
…
そ
の
何
だ
、
こ
の
プ
、
プ
リ
…
…
携
帯
電
話
…
…
」 

「
プ
リ
ハ
ー
ト
だ
、
圭
一
郎
」 

「
プ
リ
ハ
ー
ト
は
ッ
!! 

我
々
国
際
警
察
の
権
限
に
よ
り
!! 

没
収

さ
せ
て
も
ら
う
ッ
ッ
!!
」 

  

…
…
め
、
め
ち
ょ
っ
く
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
!? 

    

明
日
へ
の
希
望
を
奪
お
う
と
す
る
ク
ラ
イ
ア
ス
社
に
、
敢
然
と
立
ち

向
か
う
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ
キ
ュ
ア
！ 

 

だ
が
そ
の
戦
い
を
子
供
に
任
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
危
険
と
判
断
さ
れ
、

プ
リ
ハ
ー
ト
が
警
察
戦
隊
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
奪
わ
れ
た
！ 

  

失
っ
た
大
切
な
変
身
ア
イ
テ
ム
を
、
取
り
戻
す
た
め
に
抗
議
す
る
、

「
プ
リ
キ
ュ
ア
」
！ 

 

彼
女
た
ち
子
供
の
無
事
を
守
る
た
め
、
頑
な
に
そ
れ
を
拒
否
す
る
、

「
警
察
」
！ 

と
い
う
か
主
に
朝
加
圭
一
郎
！ 

  
君
は
、
ど
っ
ち
を
応
援
す
る
!? 
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１ 

 

「
…
…
『
プ
リ
キ
ュ
ア
』
？ 

た
だ
の
噂
だ
ろ
？
」 

 

快
盗
戦
隊
ル
パ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
世
を
忍
ぶ
ア
ジ
ト
、
ビ
ス
ト
ロ
「
ジ

ュ
レ
」
に
て
、
魁
利
が
ぼ
や
く
。 

 

そ
の
指
で
掴
ま
れ
て
い
た
写
真
に
映
る
は
、
ま
さ
に
キ
ュ
ア
エ
ー
ル

―
―
の
、
煙
で
曇
っ
て
よ
く
見
え
な
い
後
ろ
姿
だ
。 

「
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
俺
た
ち
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」 

 

無
関
心
を
決
め
る
透
真
。 

「
背
丈
か
ら
す
る
と
、
中
学
生
く
ら
い
…
…
な
の
か
な
？
」 

 

だ
が
、
高
校
を
中
退
し
て
ま
で
快
盗
の
道
を
選
ん
だ
初
美
花
に
と
っ

て
は
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
だ
。 

「
ノ
ン
―
―
と
こ
ろ
が
、
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
よ
ね
」 

「
ノ
エ
ル
？
」 

 

そ
こ
に
、
ノ
ッ
ク
も
せ
ず
に
入
口
の
ド
ア
か
ら
現
れ
た
、
怪
し
い
追

加
戦
士
に
、
振
り
返
る
魁
利
。 

「
そ
も
そ
も
僕
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
ね
。
本
物
の

プ
リ
キ
ュ
ア
に
。 

 

覚
え
て
な
い
？ 

去
年
の
秋
、
パ
リ
中
の
建
物
が
ス
イ
ー
ツ
に
変
わ

っ
て
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
動
き
出
し
た
珍
事
件
。 

 

国
際
警
察
が
何
と
か
隠
蔽
し
た
け
れ
ど
、
あ
の
事
件
を
解
決
し
た
の

は
、
本
当
は
『
プ
リ
キ
ュ
ア
』
な
の
さ
。 

 

こ
の
写
真
の
プ
リ
キ
ュ
ア
と
は
、
別
の
チ
ー
ム
の
よ
う
だ
け
れ
ど
ね
」 

「
…
…
そ
れ
が
ど
う
し
た
」 

「
私
た
ち
に
も
、
関
係
が
あ
る
の
？
」 

 

悠
長
に
語
り
出
す
ノ
エ
ル
に
、
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
低
い
声
を
出
す

透
真
。
前
に
乗
り
出
す
初
美
花
。 

「『
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ
キ
ュ
ア
！
』
―
―
そ
れ
が
彼
女
た
ち
の
チ
ー
ム

名
さ
。 

 

だ
が
そ
の
目
的
は
、『
は
ぐ
た
ん
』
と
呼
ば
れ
る
、
未
来
か
ら
や
っ
て

き
た
不
思
議
な
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

同
じ
く
未
来
か
ら
の
侵
略
者
『
ク
ラ
イ
ア
ス
社
』
が
狙
っ
て
い
る
の

も
、
そ
の
は
ぐ
た
ん
さ
」 

「
じ
ゃ
あ
、
ク
ラ
イ
ア
ス
社
が
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
と
手
を
組
ん
だ
…
…

と
か
？
」 

 

初
美
花
が
挙
手
し
て
、
ノ
エ
ル
に
問
う
も
。
彼
は
「
ノ
ン
ノ
ン
」
と
、

わ
ざ
と
ら
し
く
首
を
横
に
振
っ
た
。 

「
そ
れ
は
な
さ
そ
う
だ
ね
。
ク
ラ
イ
ア
ス
社
は
、
文
字
通
り
『
未
来
』

を
奪
う
た
め
に
現
れ
た
。
こ
の
世
界
の
時
間
を
静
止
さ
せ
る
こ
と
で
ね
。 

 

そ
れ
は
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
活
動
を
も
、
妨
害
す
る
こ
と
に
な
る
」 

「
…
…
そ
ん
な
こ
と
さ
れ
た
ら
、
私
た
ち
だ
っ
て
、
困
る
も
ん
ね
」 

「
…
…
あ
あ
」 

「
…
…
」 

 

初
美
花
の
言
葉
に
、
魁
利
も
、
そ
し
て
無
言
で
透
真
も
同
意
し
た
。 

 

彼
ら
快
盗
に
も
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
に
奪
わ
れ
た
未
来
が
―
―
そ
れ
を

奪
い
返
す
と
い
う
「
誓
い
」
が
あ
る
の
だ
。 

「
む
し
ろ
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ス
社
は
敵
対
関
係
に
あ
る
。 

 

ク
ラ
イ
ア
ス
社
が
狙
っ
て
い
る
『
は
ぐ
た
ん
』
を
、
横
取
り
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
さ
。 

 
そ
れ
こ
そ
、
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
同
じ
よ
う
に
ね
」 

「
酷
い
！
」 

「
赤
ち
ゃ
ん
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
扱
い
か
よ
…
…
」 

 

真
っ
先
に
叫
ぶ
初
美
花
。
魁
利
も
同
意
し
た
。 

 

が
、
透
真
は
。
あ
く
ま
で
冷
静
に
、
ノ
エ
ル
に
問
う
た
。 
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「
…
…
そ
れ
程
の
価
値
が
あ
る
っ
て
い
う
の
か
？ 

そ
の
赤
ん
坊
に
」 

「
ウ
ィ
ー
」 

 

あ
っ
さ
り
う
な
ず
く
ノ
エ
ル
は
、
遠
い
目
を
し
な
が
ら
。 

 

相
変
わ
ら
ず
感
情
の
つ
か
め
な
い
微
笑
の
ま
ま
、
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
ま
ぁ
、
当
然
だ
よ
ね
…
… 

 

本
物
の
『
伝
説
の
戦
士
』
で
あ
る
『
ふ
た
り
は
プ
リ
キ
ュ
ア
』
―
―

キ
ュ
ア
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
を
、
簡
単
に
呼
び
出
せ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
か
ら
…
…
」 

 

そ
の
言
葉
に
。
三
人
の
快
盗
は
、
思
わ
ず
表
情
を
こ
わ
ば
ら
せ
た
。 

    

一
方
。
国
際
特
別
警
察
機
構
日
本
支
部
―
―
警
察
戦
隊
パ
ト
レ
ン
ジ

ャ
ー
の
拠
点
で
は
。 

「
…
…
…
…
？
」 

「
お
仕
事
…
…
」 

「
…
…
体
験
？
」 

「
は
い
！
」 

 

全
力
で
睨
み
つ
け
る
圭
一
郎
。
首
を
ひ
ね
る
咲
也
、
つ
か
さ
に
。 

 

は
な
は
挙
手
し
て
、
笑
顔
で
応
え
た
。 

   

「
い
や
ぁ
、
突
然
の
話
で
、
エ
ラ
い
す
ん
ま
せ
ん
な
」 

「
構
わ
な
い
よ
、
ハ
リ
ー
く
ん
…
…
だ
っ
た
ね
？
」 

 

は
ぐ
た
ん
を
抱
っ
こ
紐
で
抱
え
な
が
ら
、
人
間
姿
の
ハ
リ
ー
が
頭
を

下
げ
る
。
そ
れ
を
笑
顔
で
迎
え
る
、
ヒ
ル
ト
ッ
プ
管
理
官
。 

「
―
―
管
理
官
!! 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
こ
れ
は
!!
」 

 

怒
り
の
表
情
で
、
圭
一
郎
が
上
司
に
声
を
荒
げ
る
。 

「
国
際
警
察
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
だ
よ
。
我
々
の
活
動
を
深
く
知
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
広
め
る
た
め
に
ね
。 

 

前
に
つ
か
さ
が
、
神
奈
川
県
港
北
警
察
署
の
１
日
警
察
署
長
と
し
て
、

国
際
警
察
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
ね
」 

「
で
す
が
！
」 

 

冷
静
に
部
下
に
説
明
す
る
ヒ
ル
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
、
圭
一
郎
の
怒
り

は
止
ま
ら
な
い
。 

「
報
告
書
も
出
し
た
は
ず
で
す
！ 

彼
女
た
ち
は
―
―
」 

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
野
乃
す
み
れ
さ
ん
が
、
我
々
に
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
っ
て
き
て
ね
。
是
非
取
材
の
た
め
、『
お
仕
事
体
験
』
を
さ
せ
て
ほ
し

い
と
。
そ
の
た
め
に
、
夏
休
み
中
で
あ
る
彼
女
の
子
供
の
―
―
」 

「
は
い
！ 

娘
の
野
乃
は
な
で
す
！
」 

「
友
人
の
、
薬
師
寺
さ
あ
や
で
す
」 

「
…
…
ほ
ま
れ
。
輝
木
ほ
ま
れ
で
す
」 

「
は
な
先
輩
の
妹
の
友
達
の
、
愛
崎
え
み
る
な
の
で
す
！
」 

「
野
乃
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
、
ル
ー
ル
ー
・
ア
ム
ー
ル
で
す
」 

「
は
ぎ
ゅ
～
！
」 

「
こ
の
子
は
は
ぐ
た
ん
。
で
、
俺
が
保
護
者
代
理
で
来
た
、
ハ
リ
ハ
ム
・

ハ
リ
ー
や
」 

「
と
い
う
わ
け
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
、
圭
一
郎
」 

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
頼
ん
ま
す
、
管
理
官
。 

 
あ
、
そ
ち
ら
の
圭
一
郎
兄
さ
ん
も
、
な
～
」 

「
…
…
!! 

ぐ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
…
…
!!
」 

  

…
…
全
て
は
、
ハ
リ
ー
の
作
戦
で
あ
っ
た
。 
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は
な
の
祖
母
が
経
営
す
る
和
菓
子
屋
「
た
ん
ぽ
ぽ
堂
」
か
ら
の
帰
路

で
、
圭
一
郎
た
ち
に
確
保
さ
れ
た
五
人
だ
っ
た
が
。 

 

そ
の
隙
を
狙
い
、
ハ
リ
ー
は
ハ
ム
ス
タ
ー
―
―
の
よ
う
な
妖
精
形
態

を
駆
使
し
て
、
は
ぐ
た
ん
を
抱
え
な
が
ら
別
行
動
を
取
っ
た
。
は
ぐ
た

ん
ま
で
捕
ま
り
調
べ
ら
れ
て
は
、
不
都
合
が
多
い
か
ら
だ
。 

 

そ
し
て
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
！
プ
リ
キ
ュ
ア
の
秘
密
基
地
を
兼
ね
る
、
ハ

リ
ー
の
店
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」
で
事
の
顛
末
を
―
―

主
に
ほ
ま
れ
か
ら
の
抗
議
を
ス
ル
ー
し
な
が
ら
―
―
聞
き
出
し
。 

 

ミ
ラ
イ
パ
ッ
ド
の
導
き
か
ら
、
野
乃
す
み
れ
へ
の
依
頼
を
経
由
し
、

今
度
は
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
国
際
警
察
に
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。 

  

頭
を
抱
え
悶
え
る
、
圭
一
郎
を
よ
そ
に
。 

「
本
格
的
だ
な
ぁ
。
そ
れ
、
僕
た
ち
の
制
服
と
一
緒
だ
よ
ね
？
」 

 

興
味
深
そ
う
に
、
は
な
た
ち
に
近
づ
く
咲
也
。 

 

は
な
た
ち
は
、
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
、
イ
エ
ロ
ー
、
レ
ッ
ド
、
パ
ー
プ

ル
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
ま
で
合
わ
せ
た
、
パ
ト

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
女
性
制
服
を
着
込
ん
で
い
た
の
だ
。 

 

こ
れ
に
は
、
つ
か
さ
も
目
を
丸
く
し
た
。 

「
ま
さ
か
、
戦
力
部
隊
の
制
服
ま
で
自
作
し
て
く
る
と
は
…
…
」 

「
あ
、
ウ
チ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
や
っ
て
ま
す
ん
で
、
こ
う

い
う
の
得
意
な
ん
で
す
わ
」 

 

ま
さ
か
、
ミ
ラ
イ
パ
ッ
ド
で
制
服
を
出
し
た
と
は
言
え
な
い
た
め
、

ご
ま
か
す
ハ
リ
ー
。 

「
…
…
軽
犯
罪
法
１
条
15
号
に
抵
触
す
る
か
ら
、
今
日
以
外
は
、
そ
の

制
服
を
着
る
な
よ
。
警
官
に
間
違
え
ら
れ
て
は
困
る
だ
ろ
う
」 

 

ど
う
に
か
落
ち
着
い
た
圭
一
郎
が
、
小
声
で
警
告
す
る
。
要
す
る
に
、

官
公
職
の
コ
ス
プ
レ
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
…
…
。
分
か
っ
て
ま
す
っ
て
、
兄
さ
ん
」 

 

流
石
に
真
顔
に
な
っ
て
、
ハ
リ
ー
が
承
知
の
意
を
告
げ
る
。 

  

―
―
か
く
し
て
、
プ
リ
ハ
ー
ト
を
取
り
返
す
た
め
の
。 

 

は
な
た
ち
の
「
お
仕
事
体
験
」
が
」、
始
ま
っ
た
―
― 

   

「
…
…
…
…
え
っ
と
？
」 

 

黙
々
と
、
圭
一
郎
が
。
テ
ー
ブ
ル
の
椅
子
に
腰
掛
け
。 

「
…
…
…
…
圭
一
郎
さ
ん
？
」 

 

黙
々
と
、
圭
一
郎
は
。
和
菓
子
を
口
に
し
て
い
た
。 

 

そ
の
様
子
に
、
首
を
傾
げ
る
は
な
、
さ
あ
や
。 

「
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
、
こ
の
ま
ま
な
の
は
、
一
体
ど
う
し
て
―
―
」 

「
サ
ボ
っ
て
る
の
で
す
？
」 

「
サ
ボ
っ
て
は
い
な
い
!! 

断
じ
て
!!
」 

 

ほ
ま
れ
、
え
み
る
の
指
摘
を
、
全
力
で
否
定
す
る
圭
一
郎
。 

「
こ
う
や
っ
て
精
神
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
で
、
い
つ
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー

や
快
盗
が
現
れ
て
も
出
動
で
き
る
よ
う
、
待
機
し
て
い
る
ん
だ
」 

「
は
ぁ
…
…
」 

「
本
当
な
の
で
す
？
」 

 

が
、
ほ
ま
れ
と
え
み
る
は
、
そ
の
回
答
に
不
満
げ
だ
。 

 
―
―
と
、
ル
ー
ル
ー
が
目
を
光
ら
せ
た
。 

「
…
…
！ 

こ
れ
は
、
も
し
か
し
な
く
て
も
」 

「
ホ
ン
ト
だ
！ 

よ
く
見
た
ら
、
お
婆
ち
ゃ
ん
の
お
菓
子
だ
」 

 

は
な
も
遅
れ
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
和
菓
子
が
、
と
て
も
見
慣
れ
た

も
の
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
何
や
か
や
緊
張
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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そ
れ
に
応
え
た
の
は
、
咲
也
だ
っ
た
。 

「
あ
あ
。
ヒ
ル
ト
ッ
プ
管
理
官
が
、
元
々
和
菓
子
好
き
で
ね
。 

『
た
ん
ぽ
ぽ
堂
』
さ
ん
の
和
菓
子
も
、
気
に
入
っ
て
る
ん
だ
」 

「
ま
さ
か
…
…
経
費
で
落
と
し
て
買
っ
て
い
る
の
で
す
？
」 

「
違
う
よ
！ 
自
費
だ
よ
自
費
！
」 

 

え
み
る
に
睨
ま
れ
、
慌
て
て
否
定
す
る
咲
也
。 

「
じ
ゃ
あ
、
国
際
警
察
の
皆
さ
ん
は
、
元
々
た
ん
ぽ
ぽ
堂
の
常
連
さ
ん

だ
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

「
…
…
あ
あ
」 

 

さ
あ
や
の
問
い
に
、
何
故
か
頭
を
抱
え
て
う
な
ず
く
つ
か
さ
。 

「
君
た
ち
を
私
た
ち
が
確
保
し
た
の
も
、
た
ん
ぽ
ぽ
堂
帰
り
だ
。 

 

だ
が
な
―
―
」 

 

腕
を
組
ん
で
、
つ
か
さ
が
プ
リ
キ
ュ
ア
た
ち
五
人
を
見
据
え
る
。 

「
プ
リ
キ
ュ
ア
。
君
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
正
体
を
、
他
人
に
隠
そ
う

と
す
る
気
は
あ
る
の
か
？
」 

「
？ 

そ
れ
は
、
勿
論
…
…
」 

「
は
な
ち
ゃ
ん
…
…
で
は
君
た
ち
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
堂
が
襲
わ
れ
た
時
に
、

何
故
た
ん
ぽ
ぽ
堂
か
ら
出
て
き
て
、
す
ぐ
に

、
、
、
変
身
し
た
ん
だ
？ 

 

あ
れ
で
は
私
た
ち
ど
こ
ろ
か
、
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
―
―
は
な
ち
ゃ
ん
の

お
婆
さ
ん
に
も
、
正
体
が
バ
レ
て
し
ま
う
ぞ
？
」 

「
え
!? 

そ
れ
じ
ゃ
あ
皆
さ
ん
は
、
あ
の
時
の
私
た
ち
を
―
―
」 

「
あ
あ
、
さ
あ
や
ち
ゃ
ん
。
あ
の
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
と
や
ら
と
の
戦
い

も
、
全
て
見
て
い
た
。
飛
び
出
そ
う
と
す
る
圭
一
郎
を
止
め
な
が
ら
な
」 

「
め
ち
ょ
っ
く
!?
」 

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
を
見
た
か
ら
、
圭
一
郎
さ
ん
は
―
―
」 

 

頬
が
め
り
込
む
程
押
さ
え
た
酷
い
顔
で
驚
愕
す
る
は
な
、
開
い
た
口

を
手
で
伏
せ
な
が
ら
事
情
を
悟
っ
た
さ
あ
や
に
。 

「
…
…
そ
う
い
う
こ
と
だ
」 

 

打
っ
て
変
わ
っ
て
冷
静
に
、
圭
一
郎
が
語
り
出
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
堂
の

リ
バ
イ
バ
ル
新
作
、
希
望
ま
ん
じ
ゅ
う
の
包
み
を
開
け
な
が
ら
。 

「
あ
の
戦
い
、
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。 

 

そ
ん
な
危
な
っ
か
し
い
戦
い
方
を
さ
れ
て
は
、
俺
も
黙
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
」 

「
…
…
で
も
！ 

私
は
お
婆
ち
ゃ
ん
の
お
店
を
守
り
た
く
て
！
」 

「
そ
の
前
に
君
た
ち
は
、
自
分
の
心
配
を
し
た
ほ
う
が
い
い
！
」 

 

圭
一
郎
が
席
を
立
ち
、
叫
ぶ
は
な
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
。 

「
…
…
プ
リ
ハ
ー
ト
を
返
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

 

国
際
警
察
と
し
て
、
こ
れ
以
上
君
た
ち
を
、
危
険
に
さ
ら
す
わ
け
に

は
い
か
ん
！
」 

「
嫌
で
す
！ 

返
し
て
く
だ
さ
い
！ 

プ
リ
ハ
ー
ト
が
な
く
っ
ち
ゃ
、

私
た
ち
は
は
ぐ
た
ん
を
守
れ
な
い
！
」 

 

負
け
じ
と
、
圭
一
郎
を
見
上
げ
る
は
な
。 

 

互
い
の
瞳
に
、
互
い
の
譲
れ
な
い
信
念
が
宿
る
―
― 

「
は
な
…
…
」 

「
…
…
圭
一
郎
」 

 

そ
ん
な
二
人
の
名
を
、
さ
あ
や
と
つ
か
さ
が
つ
ぶ
や
く
。 

「
…
…
ふ
ぁ
…
…
は
ぎ
ゅ
～
！
」 

 

そ
の
様
子
に
感
づ
い
て
か
…
…
は
ぐ
た
ん
が
泣
き
出
し
て
し
ま
う
。 

 

―
―
先
に
目
を
そ
ら
し
た
の
は
、
圭
一
郎
の
ほ
う
だ
っ
た
。 

「
咲
也
、
つ
か
さ
。
ち
ょ
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
走
り
込
み
を
し
て

く
る
。
彼
女
た
ち
を
頼
む
―
―
」 

「
じ
ゃ
あ
、
私
も
行
き
ま
す
！
」 

 

が
、
今
度
は
は
な
が
、
圭
一
郎
の
前
に
立
つ
。 

「
…
…
何
故
だ
」 
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「
私
も
戦
え
る
っ
て
！ 

証
明
し
ま
す
！ 

圭
一
郎
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
付
い
て
い
け
れ
ば
、
分
か
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
!? 

 

そ
れ
に
、
こ
れ
も
お
仕
事
体
験
の
一
部
で
す
！
」 

「
は
ぎ
ゅ
～
！ 

は
ぎ
ゅ
～
！
」 

 

は
ぐ
た
ん
の
泣
き
声
が
ま
す
ま
す
響
く
も
、
一
歩
も
引
か
な
い
は
な
。 

「
…
…
い
い
だ
ろ
う
。
付
い
て
こ
い
」 

 

そ
し
て
、
去
っ
て
い
く
は
な
と
圭
一
郎
…
… 

 

気
ま
ず
い
空
気
が
、
し
ば
し
流
れ
る
。 

「
…
…
…
…
こ
ち
ら
も
、
分
か
っ
と
る
ん
で
す
」 

 

泣
き
じ
ゃ
く
る
は
ぐ
た
ん
を
あ
や
し
な
が
ら
、
ハ
リ
ー
が
口
を
開
く
。 

「
圭
一
郎
の
兄
さ
ん
は
、
あ
く
ま
で
も
善
意
で
動
い
て
く
れ
と
る
っ
て

…
…
」 

「
圭
一
郎
さ
ん
、
私
た
ち
を
―
―
ル
ー
ル
ー
を
取
り
調
べ
し
た
時
―
―
」 

「
私
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ
と
知
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
に
『
人
間
』
の
『
子

供
』
と
し
て
接
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
…
…
」 

 

え
み
る
、
ル
ー
ル
ー
も
、
実
例
を
出
し
て
同
意
し
た
。 

「
ま
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
じ
れ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
…
…
」 

 

と
、
嘆
息
し
な
が
ら
、
ほ
ま
れ
が
ま
と
め
た
。 

「
…
…
や
や
こ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
本
当
に
す
ま
な
い
」 

「
で
も
、
圭
一
郎
先
輩
も
本
気
で
心
配
し
て
い
る
ん
だ
。 

 

本
当
は
先
輩
、
子
供
が
大
好
き
な
の
に
…
…
」 

 

頭
こ
そ
下
げ
な
か
っ
た
が
、
つ
か
さ
と
咲
也
の
謝
意
は
、
十
分
過
ぎ

る
く
ら
い
一
行
に
伝
わ
っ
て
い
た
。 

「
ま
…
…
本
気
に
は
、
本
気
で
ぶ
つ
か
る
し
か
あ
ら
へ
ん
。 

 

は
な
に
期
待
し
と
こ
か
…
…
な
ー
、
は
ぐ
た
ん
」 

「
…
…
は
ぎ
ゅ
」 

 

泣
き
止
み
こ
そ
し
た
も
の
の
、
は
ぐ
た
ん
の
表
情
は
曇
っ
た
ま
ま
だ
。 

「
…
…
…
…
。
あ
の
」 

 

そ
の
時
。
つ
か
さ
が
動
い
た
。 

「
…
…
そ
ん
な
場
合
で
は
な
い
と
、
分
か
っ
て
は
い
る
ん
だ
が
」 

「
ん
？ 

ど
な
い
し
ま
し
た
姉
さ
ん
、
そ
ん
な
に
は
ぐ
た
ん
見
つ
め
て
」 

「
…
…
…
…
そ
の
。
は
ぐ
…
…
た
ん
を
。
抱
か
せ
て
く
れ
な
い
か
？
」 

   

「
あ
あ
…
…
何
て
可
愛
い
ん
だ
は
ぐ
た
ん
…
…
！
」 

「
で
す
よ
ね
！ 

は
ぐ
た
ん
、
や
っ
ぱ
り
き
ゃ
わ
た
ー
ん
！
」 

「
は
～
ぎ
ゅ
～
！
」 

『
き
ゃ
わ
た
ん
!!
』 

 

一
瞬
で
意
気
投
合
し
た
、
つ
か
さ
と
ほ
ま
れ
の
姿
を
前
に
。 

「
ほ
ま
れ
ち
ゃ
ん
、
そ
う
い
う
キ
ャ
ラ
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」 

「
ま
、
は
ぐ
た
ん
が
喜
ん
ど
る
か
ら
え
え
か
…
…
」 

 

目
を
丸
く
す
る
、
咲
也
と
ハ
リ
ー
で
あ
っ
た
。 

  

２ 

 

「
は
ー
！ 

は
ー
！ 

は
ー
！
」 

 

圭
一
郎
に
合
わ
せ
、
制
服
の
ま
ま
走
る
訓
練
を
し
た
か
ら
か
。 

「
ぜ
ー
！ 

ぜ
ー
！ 

ぜ
ー
！
」 

 
い
つ
も
以
上
に
、
息
が
上
が
る
は
な
。 

「
…
…
そ
ん
な
に
息
を
吸
い
込
む
ん
じ
ゃ
な
い
。
過
呼
吸
に
な
る
」 

 

見
か
ね
た
圭
一
郎
が
足
を
止
め
、
は
な
を
支
え
た
。 

「
で
も
…
…
私
！
」 

「
い
い
か
ら
…
…
せ
め
て
水
分
を
取
っ
て
く
れ
。
俺
も
取
る
か
ら
」 
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は
な
を
椅
子
に
座
ら
せ
、
呼
吸
を
整
え
さ
せ
る
圭
一
郎
。 

 
ス
ト
ロ
ー
の
付
い
た
給
水
ボ
ト
ル
を
、
そ
っ
と
手
渡
し
、
告
げ
る
。 

「
ゆ
っ
く
り
だ
ぞ
。
ゆ
っ
く
り
飲
む
ん
だ
」 

「
…
…
…
…
。
は
い
」 

 

よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
は
な
が
、
言
わ
れ
た
通
り
、
少
し
ず
つ

ド
リ
ン
ク
を
口
に
入
れ
て
い
く
。 

「
…
…
あ
り
が
と
う
、
ご
ざ
い
ま
す
」 

「
礼
に
は
及
ば
ん
」 

 

は
な
の
息
が
完
全
に
整
っ
た
の
を
確
認
し
て
、
圭
一
郎
は
。 

「
一
つ
聞
き
た
い
。
君
は
―
―
」 

「『
君
』
じ
ゃ
な
い
で
す
。『
は
な
』
で
す
」 

「
…
…
…
…
。
そ
う
だ
な
、
す
ま
な
い
。 

 

は
な
ち
ゃ
ん
は
、
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
し
て
、
プ
リ
キ
ュ
ア
と
し
て

戦
お
う
と
す
る
ん
だ
？ 

 

ど
う
し
て
は
な
ち
ゃ
ん
は
、
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
っ
た
ん
だ
？
」 

 

そ
の
圭
一
郎
の
視
線
に
、
先
の
よ
う
な
鋭
さ
は
な
か
っ
た
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
は
な
は
正
直
に
答
え
た
。 

「
…
…
超
イ
ケ
て
る
大
人
の
お
姉
さ
ん
に
、
な
り
た
い
か
ら
」 

「
超
…
…
イ
ケ
て
る
？
」 

「
…
…
お
か
し
い
で
す
か
？
」 

「
ま
さ
か
」 

 

そ
の
圭
一
郎
の
言
葉
に
嘘
は
な
い
。
そ
の
目
が
、
表
情
が
、
何
よ
り

物
語
っ
て
い
た
。 

 

う
つ
む
き
な
が
ら
も
、
は
な
は
話
を
続
け
る
。 

「
初
め
て
は
ぐ
た
ん
と
、
ハ
リ
ー
と
会
っ
て
。 

 

は
ぐ
た
ん
が
、
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
に
襲
わ
れ
た
時
で
す
」 

 

静
か
に
、
は
な
の
話
に
耳
を
傾
け
る
圭
一
郎
。 

「
確
か
に
怖
か
っ
た
。
ハ
リ
ー
も
止
め
て
く
れ
た
。 

 

で
も
、
そ
れ
以
上
に
、
は
ぐ
た
ん
を
守
り
た
い
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
」 

 

『
こ
こ
で
逃
げ
た
ら
カ
ッ
コ
悪
い
！
』 

『
そ
ん
な
の
、
私
が
な
り
た
い
「
野
乃
は
な
」
じ
ゃ
な
い
！
』 

 

「
…
…
つ
ま
り
、
は
な
ち
ゃ
ん
は
。 

 

自
分
の
意
志
で
戦
い
た
い
、
い
や
『
守
り
た
い
』
と
思
っ
て
。 

 

だ
か
ら
、
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
っ
た
、
な
れ
た
ん
だ
な
？
」 

「
―
―
は
い
！
」 

「
…
…
そ
れ
が
知
り
た
か
っ
た
。
ハ
リ
ー
く
ん
も
、
と
て
も
年
下
の
子

に
、
赤
ん
坊
を
守
ら
せ
る
よ
う
な
男
に
は
見
え
な
か
っ
た
か
ら
な
」 

「
勿
論
で
す
！ 

そ
れ
に
、
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
！ 

 

さ
あ
や
も
！ 

ほ
ま
れ
も
！ 

え
み
る
も
ル
ー
ル
ー
も
！
」 

「
あ
あ
。
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
…
…
」 

「
…
…
だ
か
ら
。
返
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
プ
リ
ハ
ー
ト
を
―
―
」 

 

が
。
圭
一
郎
は
、
敢
え
て
そ
の
言
葉
に
応
え
ず
。 

「
俺
も
子
供
の
頃
、
そ
う
だ
っ
た
よ
」 

「
え
？
」 

「
近
所
で
通
り
魔
事
件
が
起
こ
っ
て
。
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
な
く

て
な
。
竹
刀
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
、
子
供
の
思
い
つ
く
限
り
の
武
装
を
し

て
、
通
り
魔
を
捕
ま
え
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
だ
。 

 
で
も
、
そ
れ
を
止
め
て
く
れ
た
大
人
が
い
た
」 

 

『
何
で
悪
い
奴
、
捕
ま
え
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
！
』 

『
犯
人
を
捕
ま
え
る
の
は
、
僕
た
ち
警
察
の
仕
事
だ
』 
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「
そ
し
て
そ
の
警
官
は
、
言
葉
通
り
、
通
り
魔
を
捕
ま
え
て
く
れ
た
。 

 
そ
の
姿
は
、
今
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
よ
」 

「
…
…
だ
か
ら
。
圭
一
郎
さ
ん
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
に
？
」 

「
あ
あ
」 

 

大
き
く
う
な
ず
く
圭
一
郎
。 

「
…
…
も
し
か
し
た
ら
、
俺
も
は
な
ち
ゃ
ん
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。 

 

あ
ん
な
カ
ッ
コ
い
い
、
イ
ケ
て
る
警
察
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か

ら
。
必
死
に
努
力
し
て
、
国
際
警
察
に
入
っ
た
ん
だ
」 

「
…
…
そ
う
、
で
す
か
…
…
」 

 

は
な
の
顔
に
、
徐
々
に
笑
み
が
浮
か
び
始
め
る
。 

「
カ
ッ
コ
い
い
、
イ
ケ
て
る
お
兄
さ
ん
、
か
…
…
」 

「
だ
が
―
―
」 

 

し
か
し
対
照
的
に
、
圭
一
郎
の
顔
に
は
影
が
差
す
。 

「
時
々
思
う
よ
。
今
の
俺
は
、
あ
の
時
の
警
官
み
た
く
な
れ
て
い
る
か

ど
う
か
っ
て
。 

 

そ
れ
こ
そ
、
イ
ケ
て
る
お
兄
さ
ん
に
な
れ
て
い
る
か
ど
う
か
―
―
」 

「
そ
ん
な
！
」 

「
そ
う
さ
。
今
も
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
犯
罪
は
続
い
て
、
決
定
的
な
歯
止
め

を
か
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
、
未
だ
快
盗
だ
っ
て
捕
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
。
共
通

の
敵
と
は
い
え
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
を
倒
す
た
め
、
や
む
を
得
ず
快
盗
と

手
を
組
ん
だ
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
国
際
警
察
が
、
快
盗
と
だ
ぞ
？ 

 

全
く
…
…
情
け
な
い
限
り
さ
」 

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
！
」 

 

立
ち
上
が
り
、
は
な
は
圭
一
郎
の
言
葉
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
。 

「
私
た
ち
だ
っ
て
、
本
当
は
分
か
っ
て
る
ん
で
す
！ 

圭
一
郎
さ
ん
が
、

意
地
悪
し
て
プ
リ
ハ
ー
ト
を
取
り
上
げ
た
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
！
」 

「
は
な
ち
ゃ
ん
…
…
」 

「
私
た
ち
の
こ
と
、
本
気
で
心
配
し
て
く
れ
て
！ 

 

私
た
ち
の
こ
と
も
、
守
り
た
い
か
ら
…
…
」 

 

必
死
に
言
葉
を
紡
ぐ
は
な
を
見
て
。 

 

思
わ
ず
、
圭
一
郎
は
微
笑
ん
だ
。 

「
待
っ
て
く
れ
。
そ
れ
じ
ゃ
、
は
な
ち
ゃ
ん
も
困
る
だ
ろ
う
？ 

プ
リ

ハ
ー
ト
を
返
し
て
ほ
し
い
っ
て
言
っ
て
る
の
に
…
…
」 

「
そ
れ
も
そ
う
だ
け
ど
！ 

 

今
は
、
圭
一
郎
さ
ん
の
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
で
す
！ 

 

フ
レ
フ
レ
、
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
！ 

フ
レ
フ
レ
、
私
！
」 

「
…
…
ハ
ハ
、
あ
り
が
と
う
」 

 

笑
っ
て
立
ち
上
が
り
、
圭
一
郎
が
右
掌
を
差
し
出
す
。 

「
…
…
こ
ち
ら
こ
そ
！
」 

 

は
な
は
そ
の
圭
一
郎
の
手
を
、
力
い
っ
ぱ
い
握
り
し
め
る
。 

「
…
…
…
…
だ
が
、
プ
リ
ハ
ー
ト
の
こ
と
は
別
だ
ぞ
？
」 

「
あ
れ
？
」 

 

解
り
合
え
た
と
喜
ん
だ
は
な
だ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
圭
一
郎
は
甘
く

な
か
っ
た
。 

「
ク
ラ
イ
ア
ス
社
の
侵
略
活
動
は
、
国
際
警
察
も
把
握
し
て
い
る
。 

 

だ
が
俺
た
ち
国
際
警
察
は
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
犯
罪
で
手
一
杯
だ
か
ら

…
…
そ
う
だ
な
、
組
織
犯
罪
に
対
し
て
は
、
銀
河
連
邦
警
察
が
―
―
」 

 

そ
の
時
。
圭
一
郎
の
左
耳
の
イ
ン
カ
ム
に
、
通
信
が
入
っ
た
。 

「
あ
あ
つ
か
さ
…
…
何
、
ハ
リ
ー
く
ん
が
襲
わ
れ
た
!? 

ク
ラ
イ
ア
ス

社
に
か
!?
」 

「
ハ
リ
ー
が

、
、
、
、
!? 

ま
さ
か
、
あ
の
ビ
シ
ン
っ
て
い
う
…
…
」 

「
何
か
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
な
。
プ
リ
ハ
ー
ト
の
件
は
後
だ
！ 

 

は
な
ち
ゃ
ん
、
協
力
を
頼
む
！
」 
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「
は
い
！
」 

「
…
…
は
な
ち
ゃ
ん
、
基
本
的
に
左
手
で
は
敬
礼
を
し
な
い
。
右
手
で

こ
う
や
る
ん
だ
」 

「
め
ち
ょ
っ
く
!?
」 

   

「
遅
れ
て
ご
め
ん
！
」 

「
…
…
!? 

あ
の
子
が
ビ
シ
ン
か
!?
」 

「
ハ
ハ
ハ
、
凄
い
だ
ろ
う
ハ
リ
ー
？
」 

 

国
際
特
別
警
察
機
構
日
本
支
部
近
く
の
道
路
に
、
は
な
と
圭
一
郎
が

駆
け
つ
け
る
と
。 

 

既
に
「
発
注
」
し
て
い
た
、
保
育
士
の
格
好
を
し
た
猛
オ
シ
マ
イ
ダ

ー
に
乗
っ
た
ビ
シ
ン
が
、
怪
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。 

「
ビ
シ
ン
！ 

何
回
来
て
も
同
じ
や
、
俺
は
ク
ラ
イ
ア
ス
社
に
は
戻
ら

へ
ん
―
―
」 

「
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
！
」 

「
…
…
。
え
ー
」 

 

圭
一
郎
に
台
詞
を
遮
ら
れ
た
、
妖
精
体
の
ハ
リ
ー
が
呆
然
と
す
る
。 

「
確
か
、
ビ
シ
ン
と
い
っ
た
な
？
」 

「
え
、
僕
？
」 

「
君
は
ま
だ
子
供
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

「
そ
れ
が
ぁ
？ 

ヘ
ン
な
の
」 

 

ビ
シ
ン
に
は
、
圭
一
郎
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
う
だ
。 

「
ク
ラ
イ
ア
ス
社
は
、
凄
い
力
を
く
れ
た
ん
だ
。
一
回
手
術
を
受
け
た

だ
け
で
ね
…
…
」 

 

そ
の
ビ
シ
ン
の
、
歪
ん
だ
笑
顔
、
曇
っ
た
瞳
に
。 

「
手
術
だ
と
!?
」 

 

圭
一
郎
だ
け
で
な
く
、
咲
也
、
つ
か
さ
も
。 

「
こ
ん
な
子
供
に
…
…
『
戦
わ
せ
て
い
た
』
の
は
、
ク
ラ
イ
ア
ス
社
の

ほ
う
だ
っ
た
の
か
…
…
何
て
こ
と
を
！
」 

「
あ
あ
、
お
そ
ら
く
は
改
造
手
術
の
類
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
洗
脳
さ
れ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
！
」 

「
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
う
る
さ
い
よ
！ 

大
体
誰
だ
、
お
前
ら
！
」 

《
モ
ウ
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
！
》 

 

保
育
士
型
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
が
、
巨
大
な
ガ
ラ
ガ
ラ
棒
を
振
る
い
、

圭
一
郎
ら
に
襲
い
か
か
る
が
―
― 

『
国
際
警
察
の
権
限
に
お
い
て
、
実
力
を
行
使
す
る
!!!
』 

 

そ
の
爆
風
の
中
で
三
人
は
、
Ｖ
Ｓ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に
Ｖ
Ｓ
ビ
ー
ク
ル

の
ト
リ
ガ
ー
マ
シ
ン
を
セ
ッ
ト
し
た
。 

『
警
察
チ
ェ
ン
ジ
!!!
』 

《
１
号
！ 

２
号
！ 

３
号
！ 

パ
ト
ラ
イ
ズ
！
》 

《
警
察
チ
ェ
ン
ジ
！
》 

《
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
！
》 

「
パ
ト
レ
ン
１
号
！
」 

「
パ
ト
レ
ン
２
号
！
」 

「
パ
ト
レ
ン
３
号
！
」 

『
警
察
戦
隊
！ 

パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
!!!
』 

「
…
…
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
？
」 

 
興
味
な
さ
そ
う
な
ビ
シ
ン
だ
が
、
三
人
の
意
志
は
堅
い
。 

「
あ
の
怪
物
を
止
め
、
彼
を
保
護
す
る
！ 

 

い
く
ぞ
、
咲
也
、
つ
か
さ
！
」 

『
了
解
!!
』 

 

が
―
― 
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「
何
ィ
!?
」 

「
効
か
な
い
!?
」 

 

パ
ト
レ
ン
１
号
、
２
号
の
、
Ｖ
Ｓ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
の
銃
撃
が
、
猛
オ

シ
マ
イ
ダ
ー
を
す
り
抜
け
て
し
ま
う
！ 

「
ハ
ハ
、
無
駄
だ
よ
無
駄
！
」 

 

ビ
シ
ン
の
言
葉
に
嘘
は
な
い
よ
う
だ
。
３
号
が
叫
ぶ
。 

「
圭
一
郎
！ 

ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｖ
Ｓ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
が

効
か
な
い
以
上
、
や
は
り
プ
リ
キ
ュ
ア
の
力
で
な
く
て
は
、
あ
の
怪
物

に
は
対
抗
で
き
な
い
！
」 

「
く
っ
…
…
だ
が
、
ト
リ
ガ
ー
マ
シ
ン
ク
レ
ー
ン
と
ド
リ
ル
な
ら
…
…
」 

「
そ
れ
も
効
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
!? 

 

圭
一
郎
！ 

私
た
ち
の
職
務
を
忘
れ
た
か
!?
」 

  

そ
の
時
―
― 

 

不
穏
な
空
気
を
一
喝
す
る
が
如
く
。 

 

ギ
タ
ー
の
爆
音
が
、
辺
り
に
響
い
た
。 

 

「
―
―
そ
こ
ま
で
な
の
で
す
!!
」 

 

そ
の
ギ
タ
ー
の
主
は
、
プ
リ
キ
ュ
ア
一
行
か
ら
一
歩
前
に
出
た
、
愛

崎
え
み
る
。 

 

紫
の
リ
ボ
ン
の
絵
が
描
か
れ
た
、
ハ
ー
ト
型
の
真
っ
赤
な
ギ
タ
ー
を

堂
々
と
抱
え
て
い
た
。 

 

隣
り
に
、
お
揃
い
の
ギ
タ
ー
を
持
つ
ル
ー
ル
ー
を
伴
っ
て
。 

「
た
だ
攻
撃
す
る
だ
け
が
、
プ
リ
キ
ュ
ア
で
は
な
い
の
で
す
！ 

 

オ
シ
マ
イ
ダ
ー
は
『
浄
化
』
す
る
も
の
な
の
で
す
！
」 

「
そ
れ
を
…
…
私
た
ち
が
証
明
し
て
み
せ
ま
す
」 

 

ふ
た
り
は
揃
っ
て
深
呼
吸
し
、
ギ
タ
ー
を
構
え
て
。 

『
あ
ふ
れ
だ
す
オ
モ
イ
♪ 

ハ
ー
ト
が
叫
ん
で
る
よ
♪
』 

「
大
好
き
♪
」 

「
大
好
き
♪
」 

 

ふ
た
り
の
デ
ュ
オ
ユ
ニ
ッ
ト
「
ツ
イ
ン
ラ
ブ
」
の
持
ち
歌
。 

「
大
好
き
∞
無
限
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
を
唄
い
始
め
た
！ 

 

そ
の
ふ
た
り
の
ギ
タ
ー
の
旋
律
で
。 

 

そ
の
ふ
た
り
の
歌
声
で
。 

《
…
…
オ
シ
…
…
マ
イ
ダ
ー
…
…
！
》 

 

猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
が
ガ
ラ
ガ
ラ
棒
を
落
と
し
、
頭
を
抱
え
始
め
る
。 

「
効
い
て
い
る
!?
」 

「
こ
れ
が
、
プ
リ
キ
ュ
ア
の
力
…
…
な
の
か
」 

 

驚
き
を
隠
せ
な
い
、
３
号
、
１
号
。 

 

と
―
― 

「
!? 

何
だ
と
!?
」 

 

１
号
が
―
―
律
儀
に
隠
し
持
っ
て
い
た
―
―
プ
リ
ハ
ー
ト
の
う
ち
、

二
つ
が
光
を
帯
び
て
、
え
み
る
と
ル
ー
ル
ー
の
元
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。 

「
…
…
ふ
た
り
の
唄
に
、
プ
リ
ハ
ー
ト
が
反
応
し
た
と
い
う
の
か
…
…
」 

 

３
号
も
、
マ
ス
ク
の
下
で
目
を
丸
く
し
た
。 

「
く
そ
っ
…
…
う
る
さ
い
ん
だ
よ
！
」 

 

と
、
業
を
煮
や
し
た
ビ
シ
ン
が
、
そ
う
は
さ
せ
じ
と
え
み
る
た
ち
に

直
接
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
が
。 

「
さ
せ
る
か
！
」 

「
！
」 

 
落
ち
て
き
た
大
き
な
枝
と
葉
に
阻
ま
れ
、
足
止
め
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 

２
号
が
、
道
の
そ
ば
の
大
木
の
枝
め
が
け
て
、
Ｖ
Ｓ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

で
狙
撃
し
、
ビ
シ
ン
の
動
き
だ
け
で
も
止
め
よ
う
と
し
た
の
だ
。 

「
咲
也
さ
ん
！ 

あ
り
が
と
う
！
」 
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「
直
接
攻
撃
が
で
き
な
い
な
ら
、
こ
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
？
」 

 
プ
リ
キ
ュ
ア
の
戦
い
方
を
悟
り
、
ま
た
そ
の
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
一
の

狙
撃
力
を
発
揮
し
て
。
２
号
が
、
は
な
に
サ
ム
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。 

「
さ
ぁ
、
ル
ー
ル
ー
！
」 

「
は
い
！
」 

 

プ
リ
ハ
ー
ト
を
手
に
し
た
え
み
る
、
ル
ー
ル
ー
が
―
― 

「
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
！
」 

「
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
！
」 

 

そ
れ
ぞ
れ
レ
ッ
ド
、
パ
ー
プ
ル
の
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
を
、
プ
リ
ハ

ー
ト
に
セ
ッ
ト
。
携
帯
電
話
型
か
ら
、
ハ
ー
ト
型
へ
と
変
形
さ
せ
た
。 

『
ハ
ー
ト
、
キ
ラ
ッ
と
！
』 

 

プ
リ
ハ
ー
ト
を
操
り
、
ふ
た
り
揃
っ
て
、
手
を
、
息
を
合
わ
せ
て
―
― 

『
輝
く
未
来
を
、
抱
き
し
め
て
!! 

 

み
ん
な
大
好
き
!! 

愛
の
プ
リ
キ
ュ
ア
!!
』 

「
キ
ュ
ア
マ
シ
ェ
リ
！
」 

「
キ
ュ
ア
ア
ム
ー
ル
！
」 

 

ふ
た
り
の
プ
リ
キ
ュ
ア
が
、
変
身
を
遂
げ
た
!! 

 

…
…
続
け
ざ
ま
に
取
り
出
し
た
る
は
、
先
の
お
揃
い
の
ギ
タ
ー
。 

 

プ
リ
キ
ュ
ア
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
更
に
装
飾
の
増
え
た
「
ツ
イ
ン

ラ
ブ
ギ
タ
ー
」
を
、
ふ
た
り
で
手
に
取
る
。 

『
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
!!
』 

 

そ
の
ギ
タ
ー
に
、
ル
ー
ジ
ュ
と
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ

ル
を
装
着
。 

「
Ａ
ｒ
ｅ 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
？
」 

「
行
く
の
で
す
！
」 

 

ア
ム
ー
ル
、
マ
シ
ェ
リ
が
ツ
イ
ン
ラ
ブ
ギ
タ
ー
を
奏
で
る
。 

 

そ
の
様
を
、
１
号
は
―
―
圭
一
郎
は
し
か
と
見
つ
め
て
い
た
。 

（
…
…
こ
れ
が
、
俺
た
ち
に
は
出
来
な
い
戦
い
方
…
…
） 

『
届
け
、
私
た
ち
の
愛
の
唄
!!
』 

「
心
の
ト
ゲ
ト
ゲ
！
」 

「
ズ
ッ
キ
ュ
ン
撃
ち
抜
く
！
」 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
ギ
タ
ー
を
、
ア
ム
ー
ル
ア
ロ
ー
、
マ
シ
ェ
リ
バ
ズ
ー
カ

と
し
て
構
え
直
し
て
。 

『
ツ
イ
ン
ラ
ブ
・
ロ
ッ
ク
ビ
ー
ト
!!
』 

 

赤
と
紫
の
ハ
ー
ト
を
先
頭
に
し
た
、
ふ
た
つ
の
浄
化
光
線
が
交
錯
し

合
い
、
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
に
直
撃
し
た
！ 

《
モ
ウ
ヤ
メ
サ
セ
テ
モ
ラ
イ
マ
ー
ス
…
…
》 

「
愛
し
て
る
♡
」 

「
セ
ン
キ
ュ
ー
！
」 

 

浄
化
さ
れ
た
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
に
向
け
る
か
の
よ
う
に
、
ふ
た
り
の

愛
の
プ
リ
キ
ュ
ア
が
、
ト
ド
メ
の
言
葉
を
投
げ
か
け
た
―
― 

「
―
―
待
て
！
」 

「
…
…
僕
は
、
諦
め
な
い
よ
…
…
ハ
リ
ー
！
」 

 

１
号
の
静
止
を
無
視
し
、
捨
て
台
詞
を
吐
い
て
姿
を
消
す
ビ
シ
ン
。 

「
…
…
オ
ー
！ 

ブ
ラ
ボ
ー
！
」 

「
何
拍
手
し
て
る
ん
だ
、
咲
也
。
そ
ん
な
場
合
か
」 

 

い
つ
の
間
に
ノ
リ
ノ
リ
に
な
っ
て
い
た
２
号
に
、
３
号
が
忠
告
す
る
。 

 

一
方
の
１
号
は
、
変
身
を
解
き
。
は
な
に
駆
け
寄
る
。 

「
…
…
は
な
ち
ゃ
ん
、
あ
の
二
つ
の
プ
リ
ハ
ー
ト
の
こ
と
は
後
だ
。 

 
確
か
、
ト
ゲ
パ
ワ
ワ
…
…
だ
っ
た
か
？
」 

「
は
い
！ 

近
く
に
、
ト
ゲ
パ
ワ
ワ
を
奪
わ
れ
た
人
が
…
…
」 

「
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
の
、
素
体
に
さ
れ
た
人
が
い
る
は
ず
で
す
！
」 

「
助
け
に
い
こ
う
、
っ
て
わ
け
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
、
目
を
覚
ま
し
て
い
る

だ
ろ
う
け
ど
…
…
」 
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さ
あ
や
、
ほ
ま
れ
も
続
き
。 

 
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
が
生
み
出
さ
れ
る
際
に
犠
牲
に
な
っ
た
被
害
者
を
、

捜
索
し
始
め
る
一
行
。 

 

と
―
―
圭
一
郎
た
ち
の
イ
ン
カ
ム
に
通
信
が
入
っ
た
。 

「
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
反
応
!? 

こ
ん
な
時
に
―
―
」 

 

事
務
ロ
ボ
ッ
ト
「
ジ
ム
・
カ
ー
タ
ー
」
か
ら
、
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
三
人
だ
っ
た
が
…
… 

「
…
…
す
ぐ
、
そ
ば
に
い
る
っ
て
―
―
」 

「
ま
さ
か
…
…
」 

 

咲
也
、
つ
か
さ
が
唖
然
と
す
る
。 

 

は
な
た
ち
が
支
え
、
起
き
上
が
ら
せ
て
い
た
人
間
は
。 

 

破
け
た
服
か
ら
、
張
り
付
い
た
背
中
、
、
の、
金
庫
、
、
が
飛
び
出
て
い
た
。 

 

そ
こ
か
ら
、
ト
ゲ
パ
ワ
ワ
の
残
滓
が
漏
れ
出
て
い
る
…
… 

「
間
違
い
な
い
…
…
」 

 

圭
一
郎
が
結
論
付
け
る
。 

「
あ
の
猛
オ
シ
マ
イ
ダ
ー
は
、
こ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
ん

だ
！
」 

  

３ 

 

「
ダ
メ
だ
!! 

危
険
す
ぎ
る
!!
」 

「
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
!!
」 

 

再
び
、
圭
一
郎
と
は
な
が
睨
み
合
っ
た
。 

  

ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
を
確
保
し
、
国
際
警
察
日
本
支
部
に
戻
っ
た
一
行
。 

 

圭
一
郎
た
ち
が
取
り
調
べ
る
と
、
そ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
は
日
本
支
部

の
付
近
に
あ
る
保
育
園
で
最
近
働
き
始
め
た
、
「
保
育
士
」
だ
と
い
う
。 

 

そ
の
一
方
で
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
と
い
う
指
摘
に
は
、
首
を
傾
げ
て
い

た
。
自
分
は
普
通
の
人
間
だ
と
、
驚
く
の
み
。 

 

そ
の
反
応
は
本
心
だ
と
、
圭
一
郎
た
ち
は
判
断
し
た
。 

 

彼
は
、「
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
自
覚
が
な
い
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
」
な
の
だ
。 

 

…
…
し
か
し
、
背
中
に
付
い
て
い
る
金
庫
か
ら
、
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
反
応
が
あ
る
以
上
、
彼
が
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。 

 

い
わ
ば
彼
は
、「
人
間
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
。 

「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
」
と
言
い
換
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

  

―
―
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
後
で
ノ
エ
ル
に
頼
み
、

金
庫
を
開
け
て
も
ら
う
と
し
て
。 

 

今
後
の
彼
の
処
遇
に
つ
い
て
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
。 

 

は
な
が
乱
入
し
、
ま
す
ま
す
や
や
こ
し
く
な
っ
た
の
だ
っ
た
。 

「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
な
ら
、
分
か
り
合
え
る
は
ず
で
す
！
」 

「
ル
ー
ル
ー
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
し
て
は
い
け
な
い
！ 

彼
は
ギ
ャ
ン
グ

ラ
ー
な
ん
だ
！ 

 

は
な
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
も
う
こ
の
案
件
に
関
わ
っ
て
は
い
け
な
い
。

こ
こ
か
ら
は
、
我
々
国
際
警
察
の
管
轄
だ
」 

「
ト
ゲ
パ
ワ
ワ
は
本
来
、
人
間
か
ら
し
か
放
出
さ
れ
ま
せ
ん
」 

 

そ
こ
に
、
ル
ー
ル
ー
が
解
説
を
入
れ
る
。 

「
私
は
今
で
も
、
身
体
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
で
す
。 

 
し
か
し
私
は
、
主
に
え
み
る
と
の
交
流
に
よ
り
、
ア
ス
パ
ワ
ワ
―
―

プ
リ
キ
ュ
ア
の
力
の
源
が
放
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
ら
ば
、
ト
ゲ
パ
ワ
ワ
が
放
出
さ
れ
た
彼
も
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
と
し
て
生
き
て
い
け
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
」 

「
…
…
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
が
、
人
間
社
会
で
暮
ら
せ
る
…
…
と
い
う
の
か
」 
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つ
か
さ
が
考
え
込
む
。
そ
の
表
情
は
、
価
値
観
が
変
わ
っ
て
い
く
か

の
よ
う
な
―
―
ま
る
で
何
か
の
希
望
を
抱 い

だ

い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。 

「
そ
も
そ
も
、
あ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
さ
ん
は
、
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た

ん
で
す
か
？
」 

「
た
だ
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
っ
て
だ
け
で
捕
ま
え
る
こ
と
自
体
、
お
か
し
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

「
…
…
う
ん
。
そ
れ
は
、
そ
の
通
り
だ
」 

 

さ
あ
や
、
ほ
ま
れ
の
指
摘
に
。
咲
也
も
ま
た
、
熟
考
し
て
肯
定
し
た
。 

「
―
―
し
か
し
、
そ
れ
す
ら
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
作
戦
と
い
う
可
能
性
も

ま
た
、
否
定
で
き
な
い
」 

「
圭
一
郎
さ
ん
！
」 

「
…
…
す
ま
な
い
、
は
な
ち
ゃ
ん
。
だ
が
―
―
」 

 

は
な
の
抗
議
に
対
し
、
真
剣
に
圭
一
郎
は
話
し
出
し
た
。 

「
俺
た
ち
は
、
国
際
警
察
と
し
て
実
力
を
行
使
す
る
権
限
を
預
か
っ
て

い
る
。
当
然
、
そ
の
権
限
に
は
、
相
応
の
責
任
が
伴
う
。 

『
人
々
の
安
全
と
平
和
を
守
る
』
―
― 

 

そ
の
責
を
果
た
す
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
物
事
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
」 

「
そ
う
や
っ
て
、
最
初
か
ら
疑
っ
て
か
か
る
こ
と
が
で
す
か
!?
」 

「
そ
の
通
り
だ
。
そ
れ
も
ま
た
、
我
々
の
職
務
で
あ
り
、
義
務
だ
」 

 

圭
一
郎
は
、
は
な
の
指
摘
を
否
定
し
な
か
っ
た
。 

 

今
度
は
一
転
。
は
な
の
哀
し
そ
う
に
も
見
え
る
眼
差
し
と
、
冷
静
に

徹
す
る
圭
一
郎
の
眼
差
し
が
、
静
か
に
交
差
し
た
。 

「
…
…
圭
一
郎
」 

 

そ
れ
に
割
っ
て
入
っ
た
の
は
、
つ
か
さ
だ
っ
た
。 

「
一
つ
、
忘
れ
て
い
な
い
か
？
」 

「
つ
か
さ
？
」 

「
元
々
、
は
な
ち
ゃ
ん
た
ち
は
『
お
仕
事
体
験
』
と
し
て
、
国
際
警
察

に
や
っ
て
き
た
ん
だ
。 

 

な
ら
ば
、
そ
の
『
お
仕
事
体
験
』
の
一
部
と
し
て
、
彼
女
た
ち
に
も

協
力
し
て
も
ら
う
の
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
？
」 

「
…
…
協
力
？
」 

「
あ
あ
。
幸
い
、
彼
女
た
ち
は
夏
休
み
中
。
時
間
は
あ
る
は
ず
だ
。 

 

だ
か
ら
、
あ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
と
、
な
る
べ
く
行
動
を
一
緒
に
し
て

も
ら
う
。 

 

そ
れ
が
、『
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
へ
の
監
視
』
と
な
る
か
、『
友
達
の
手
伝

い
』
と
な
る
か
は
、
彼
女
た
ち
次
第
。
そ
れ
で
ど
う
だ
？
」 

「
分
か
り
ま
し
た
。
保
育
士
の
仕
事
な
ら
、
任
せ
て
く
だ
さ
い
」 

「
私
た
ち
は
何
度
も
、
保
育
士
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
！
」 

 

ル
ー
ル
ー
、
え
み
る
が
、
つ
か
さ
の
案
を
快
諾
し
た
。 

「
…
…
…
…
ダ
メ
だ
。
や
は
り
危
険
だ
」 

「
先
輩
！ 

僕
は
、
彼
女
た
ち
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
い
。 

 

―
―
は
な
ち
ゃ
ん
た
ち
な
ら
で
き
る
と
、
信
じ
ま
す
！
」 

「
だ
か
ら
―
―
」 

 

咲
也
が
反
論
す
る
が
、
圭
一
郎
の
返
答
は
―
― 

「
俺
も
、
は
な
ち
ゃ
ん
た
ち
に
同
行
す
る
。 

 

そ
の
間
、
二
人
に
は
こ
こ
で
待
機
を
頼
み
た
い
。 

 
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
す
る
…
…
そ
れ
で
い
い
な
、
咲
也
、
つ
か
さ
」 

「
先
輩
！
」 

「
圭
一
郎
！
」 

「
圭
一
郎
さ
ん
…
…
あ
り
が
と
う
！
」 

 

咲
也
、
つ
か
さ
だ
け
で
な
く
、
は
な
に
も
笑
顔
が
戻
っ
た
。 
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（
…
…
プ
リ
ハ
ー
ト
没
収
の
話
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ん
や
ろ

な
…
…
） 

「
は
～
ぎ
ゅ
～
」 

 

一
同
の
や
り
取
り
を
遠
巻
き
に
見
つ
め
つ
つ
、
こ
れ
以
上
や
や
こ
し

く
し
た
く
な
い
の
で
、
心
中
で
つ
ぶ
や
く
の
み
に
留
め
る
ハ
リ
ー
。 

 

が
。
そ
れ
で
も
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
重
要
事
項
が
あ
っ
た
。 

 

「
…
…
す
ん
ま
せ
ん
。
一
つ
、
聞
き
た
い
ん
で
す
け
ど
」 

「
ハ
リ
ー
？
」 

「
ど
う
し
た
、
ハ
リ
ー
く
ん
？
」 

 

振
り
向
く
は
な
、
圭
一
郎
に
、
ハ
リ
ー
は
尋
ね
た
。 

「
さ
っ
き
か
ら
『
あ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
』
っ
て
ば
っ
か
り
言
う
て
ま
す

け
ど
、
そ
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
は
ん
の
名
前
は
、
何
な
ん
で
す
か
？
」 

『
…
…
…
…
…
…
…
…
』 

 

は
な
と
圭
一
郎
が
、
苦
そ
う
な
表
情
で
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

「
あ
の
、
そ
の
…
…
」 

「
人
の
名
前
を
か
ら
か
う
の
は
、
失
礼
だ
と
解
っ
て
い
る
ん
だ
が
…
…
」 

「
は
？ 

ど
う
い
う
こ
と
？
」 

「
…
…
あ
の
ね
、
ハ
リ
ー
」 

「
彼
の
名
は
、『
ギ
ヤ
ン
・
九
良

く

ら

』
と
い
う
そ
う
だ
」 

「
…
…
…
…
。
マ
ジ
で
す
か
」 

 

適
当
過
ぎ
と
い
う
指
摘
を
飲
み
込
ん
で
、
ハ
リ
ー
が
事
情
を
悟
っ
た
。 

   

「
…
…
ほ
ら
、
こ
っ
ち
お
い
で
～
」 

 

圭
一
郎
が
両
腕
を
広
げ
る
も
、
誰
も
寄
っ
て
こ
な
か
っ
た
。 

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」 

「
圭
一
郎
さ
ん
、
表
情
硬
す
ぎ
な
の
で
す
」 

「
子
供
た
ち
が
怯
え
て
い
る
平
均
確
率
、
85
．
６
％
で
す
」 

 

冷
た
い
指
摘
が
、
え
み
る
と
ル
ー
ル
ー
か
ら
飛
ん
だ
。 

（
何
故
だ
…
…
俺
は
こ
ん
な
に
も
、
子
供
が
好
き
だ
と
い
う
の
に
…
…
） 

 

と
、
仕
事
熱
心
な
男
性
保
育
士
―
―
九
良
が
声
を
か
け
た
。 

「
圭
一
郎
さ
ん
…
…
私
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
。
ど
う
し
て
も

心
を
開
い
て
も
ら
え
ず
、
同
僚
を
困
ら
せ
て
ば
か
り
で
す
…
…
」 

「
…
…
あ
り
が
と
う
、
九
良
く
ん
」 

 

彼
の
肩
を
叩
い
て
、
礼
を
言
う
圭
一
郎
。 

（
…
…
こ
の
感
触
。
確
か
に
、
普
通
の
人
間
と
同
じ
だ
） 

 

背
中
の
金
庫
も
小
さ
く
、
服
を
着
て
し
ま
え
ば
目
立
た
な
い
突
き
出

方
の
た
め
。
傍
目
か
ら
で
な
く
と
も
、
た
だ
の
人
間
と
思
え
た
。 

 

中
肉
中
背
、
黒
い
短
髪
。
背
中
の
金
庫
さ
え
な
け
れ
ば
、
本
当
に
平

凡
な
容
姿
。
そ
れ
が
、
ギ
ヤ
ン
・
九
良
と
い
う
青
年
だ
っ
た
。 

（
し
か
し
、
あ
の
金
庫
の
中
に
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
以
上
、

九
良
く
ん
は
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
に
与
す
る
存
在
だ
） 

（
も
し
、
も
し
も
だ
。
暴
走
し
た
時
、
子
供
た
ち
を
守
る
の
は
―
―
） 

「
圭
一
郎
さ
ぁ
ん
も
…
…
助
け
て
ぇ
…
…
」 

 

と
。
呼
ば
れ
た
圭
一
郎
が
目
を
向
け
る
と
。 

 

髪
を
、
口
を
引
っ
張
ら
れ
。
幼
児
た
ち
に
、
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
て

い
る
は
な
の
姿
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。 

「
…
…
は
な
っ
て
ば
、
い
つ
も
こ
う
な
ん
で
す
」 

「
ホ
ン
ト
、
好
か
れ
過
ぎ
」 

「
俺
は
…
…
少
し
、
羨
ま
し
い
か
な
」 

 

さ
あ
や
、
ほ
ま
れ
の
補
足
を
受
け
。
圭
一
郎
が
は
な
に
近
寄
る
と
。 
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波
が
引
く
よ
う
に
、
子
供
た
ち
は
は
な
の
元
か
ら
―
―
厳
密
に
は
、

近
づ
い
て
き
た
圭
一
郎
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。 

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」 

「
怯
え
て
い
る
確
率
、
92
．
６
％
に
上
昇
で
す
…
…
」 

 

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
、
ル
ー
ル
ー
が
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
―
―
な
ら
ば
っ
！
」 

 

そ
こ
で
え
み
る
が
取
り
出
し
た
る
は
、
先
の
赤
い
ギ
タ
ー
。 

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
、
え
み
る
ち
ゃ
ん
！ 

 

ま
た
ギ
タ
ー
を
勢
い
よ
く
鳴
ら
し
た
ら
、
子
供
た
ち
が
驚
い
て
―
―
」 

「
ギ
タ
ー
は
自
由
な
の
で
す
！ 
ギ
タ
ー
が
奏
で
る
の
は
ロ
ッ
ク
だ
け

じ
ゃ
な
い
、
バ
ラ
ー
ド
だ
っ
て
何
だ
っ
て
弾
け
る
の
で
す
！
」 

 

圭
一
郎
の
前
で
、
え
み
る
が
そ
の
言
葉
を
証
明
し
て
み
せ
た
。 

 

そ
っ
と
弦
を
撫
で
る
と
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
よ
う
な
、

静
か
な
。
だ
が
、
温
か
い
音
が
流
れ
始
め
る
。 

 

そ
れ
に
合
わ
せ
、
え
み
る
は
そ
っ
と
唄
い
出
し
た
。 

「
と
ど
け
た
い
こ
と
♪ 

あ
る
ん
だ
♪ 

 

き
み
の
こ
と
♪ 

す
き
な
ん
だ
♪
」 

 

子
供
た
ち
が
、
一
斉
に
え
み
る
の
ほ
う
を
向
く
。 

「
ふ
た
り
の
ハ
ー
ト
♪ 

リ
ボ
ン
で
む
す
ぶ
♪ 

 

と
も
だ
ち
に
♪ 

な
ろ
う
よ
―
―
」 

  

―
―
気
づ
け
ば
。
ル
ー
ル
ー
も
加
わ
っ
て
。 

『
キ
ミ
と
♪ 

わ
た
し
♪ 

デ
コ
ボ
コ
♪ 

 

ぜ
ん
ぜ
ん
♪ 

ち
が
う
♪ 

ふ
た
り
だ
ね
♪
』 

 

―
―
そ
し
て
、
子
供
た
ち
も
、
鼻
歌
や
手
拍
子
で
混
ざ
り
始
め
。 

『
け
れ
ど
♪ 

ハ
ー
ト
♪ 

ハ
グ
重
ね
た
ら
♪ 

 

ま
ぁ
る
く
オ
ッ
ケ
ー
だ
よ
♪
』 

  

そ
の
時
。 

 

一
人
の
子
供
が
、
圭
一
郎
の
手
を
握
っ
た
。 

 

「
ず
っ
と
ず
っ
と
♪
」 

「
ず
っ
と
ず
っ
と
♪
」 

  

圭
一
郎
だ
け
で
な
い
。 

 

九
良
の
周
り
に
も
、
子
供
が
集
ま
り
始
め
た
。 

 

『
と
も
だ
ち
♪ 

 

ハ
ー
ト
を
リ
ボ
ン
で
♪ 

結
ぼ
う
♪
』 

    

目
元
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、
九
良
が
え
み
る
と
ル
ー
ル
ー
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
手
を
握
っ
た
。 

「
凄
い
や
！ 

あ
ん
な
に
子
供
た
ち
を
懐
か
せ
る
な
ん
て
！
」 

「
い
や
～
、
そ
れ
程
で
も
あ
る
の
で
す
～
」 

「
こ
の
曲
は
、
え
み
る
が
創
っ
て
く
れ
た
唄
な
ん
で
す
」 

 

満
面
の
笑
み
と
、
優
し
い
笑
み
で
、
え
み
る
と
ル
ー
ル
ー
が
応
え
る
。 

「
こ
の
曲
、
楽
譜
と
か
あ
る
？ 

 
私
も
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
、
唄
の
練
習
を
し
た
い
ん
だ
」 

「
勿
論
な
の
で
す
！ 

こ
の
子
た
ち
に
も
唄
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
！
」 

 

す
っ
か
り
興
奮
し
た
様
子
の
九
良
。 

 

圭
一
郎
は
、
そ
の
輝
い
て
い
る
瞳
を
見
つ
め
て
―
― 

（
…
…
…
…
も
し
か
し
た
ら
） 
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（
杞
憂
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。
俺
の
心
配
は
…
…
） 

 
い
つ
の
間
に
か
、
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
た
圭
一
郎
。 

 

座
っ
て
、
そ
の
相
手
を
し
な
が
ら
。
ふ
と
、
は
な
に
目
を
や
る
と
。 

 

未
だ
も
み
く
ち
ゃ
の
ま
ま
だ
っ
た
は
な
が
、
そ
れ
で
も
。 

 

笑
顔
で
、
サ
ム
ズ
ア
ッ
プ
を
圭
一
郎
に
返
し
た
。 

    

―
―
そ
う
し
て
、
夢
の
よ
う
な
数
日
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。 

 

子
供
た
ち
が
圭
一
郎
に
懐
き
。 

 

ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
が
―
―
い
や
、
い
ち
保
育
士
の
ギ
ヤ
ン
・
九
良
が
。

子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
、
交
流
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
そ
れ
を
、
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め
る
は
な
た
ち
。 

 

彼
の
望
ん
で
い
た
平
和
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

 

こ
の
日
々
は
。
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
か
の
よ
う
に
思
え
た
。 

 

そ
う
、
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
―
― 

    

所
は
変
わ
り
、
国
際
警
察
日
本
支
部
―
― 

「
…
…
…
…
」 

「
ノ
エ
ル
さ
ん
!?
」 

「
何
処
に
行
っ
て
い
た
ん
だ
、
ノ
エ
ル
…
…
？
」 

 

待
機
中
の
咲
也
、
つ
か
さ
が
立
ち
上
が
り
、
目
を
丸
く
す
る
。 

 

い
つ
も
の
胡
散
臭
そ
う
な
、
陽
気
の
な
い
ノ
エ
ル
の
姿
に
。 

「
…
…
…
…
咲
也
く
ん
。
つ
か
さ
く
ん
。
話
が
あ
る
」 

 

い
つ
に
な
い
真
面
目
な
表
情
で
、
ノ
エ
ル
が
語
り
出
し
た
。 

「
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
、
本
当
の

、
、
、
狙
い
が
解
っ
た
―
―
」 

   

「
な
ぁ
ん
だ
…
…
」 

『
実
験
体
』
を
改
造
中
の
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
幹
部
に
し
て
女
医
で
あ
る
、

ゴ
ー
シ
ュ
・
ル
・
メ
ド
ゥ
が
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
あ
の
赤
ん
坊
は
、
異
世
界
へ
の

、
、
、
、
、
ゲ
ー
ト
を
開
け
た
訳
じ
ゃ
な
い
。 

 

別
に
わ
ざ
わ
ざ
呼
び
出
さ
な
く
た
っ
て
、
プ
リ
キ
ュ
ア
な
ん
て
あ
の

世
界
の
、
そ
こ
ら
中
に
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
」 

 

そ
の
唇
が
、
怪
し
く
つ
り
上
が
っ
た
。 

「
そ
れ
じ
ゃ
…
…
も
う
用
済
み
ね
」 

  

４ 

 

「
ど
う
し
た
…
…
ど
う
し
た
ん
だ
、
九
良
く
ん
！
」 

「
九
良
さ
ん
！
」 

 

九
良
の
買
い
出
し
に
同
行
し
た
、
圭
一
郎
、
は
な
が
駆
け
寄
る
。 

 

突
然
、
火
花
を
散
ら
し
て
。
九
良
が
道
端
に
倒
れ
た
の
だ
。 

「
そ
ん
な
…
…
こ
れ
じ
ゃ
、
あ
の
時
の
…
…
ル
ー
ル
ー
と
同
じ
…
…
」 

「
落
ち
着
く
ん
だ
、
は
な
ち
ゃ
ん
。
下
手
に
動
か
し
て
は
い
け
な
い
。 

 

今
、
つ
か
さ
た
ち
に
連
絡
を
―
―
」 

「
あ
ら
、
そ
れ
は
困
る
わ
ね
」 

 
そ
こ
に
、
異
世
界
か
ら
現
れ
た
ゴ
ー
シ
ュ
。 

「
―
―
ゴ
ー
シ
ュ
、
貴
様
の
仕
業
か
!? 

九
良
く
ん
に
何
を
し
た
!?
」 

 

す
か
さ
ず
Ｖ
Ｓ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
を
抜
き
、
ゴ
ー
シ
ュ
に
銃
口
を
向
け

る
圭
一
郎
。 
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「
ま
ぁ
、『
九
良
く
ん
』
だ
な
ん
て
。 

 
適
当
に
つ
け
た
名
前
な
の
に
、
随
分
と
親
し
く
呼
ば
れ
て
い
る
の
ね
」 

「
九
良
さ
ん
は
九
良
さ
ん
だ
よ
！
」 

「
下
が
れ
、
は
な
ち
ゃ
ん
！
」 

 

圭
一
郎
に
守
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
背
の
後
ろ
か
ら
抗
議
す
る
は
な
。 

「
出
来
損
な
い
の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
に
、
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
肩
入
れ
す

る
の
か
し
ら
。
全
然
分
か
ら
な
い
わ
」 

「
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
！ 

九
良
さ
ん
だ
よ
！ 

 

子
供
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
子
供
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
一
緒
に

保
育
士
さ
ん
の
お
仕
事
を
し
て
く
れ
た
―
―
」 

「
可
哀
想
ね
ぇ
。
そ
ん
な
に
親
身
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
た
か
が
出
来
損

な
い
に
」 

「
出
来
損
な
い
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
！ 

九
良
さ
ん
は
―
―
」 

「
―
―
で
も
、
彼
に
は
目
的
が
あ
っ
た
ん
だ
」 

「
ノ
エ
ル
!?
」 

 

そ
こ
に
駆
け
つ
け
た
の
は
、
ノ
エ
ル
。
咲
也
、
つ
か
さ
も
一
緒
だ
。 

 

彼
ら
が
呼
び
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
さ
あ
や
、
ほ
ま
れ
、
え
み
る
、

ル
ー
ル
ー
も
共
に
現
れ
た
。 

「
保
育
士
の
『
人
間
』
と
し
て
戸
籍
を
偽
造
し
、
保
育
園
へ
潜
入
。 

 

そ
し
て
、『
伝
説
の
戦
士
』
を
呼
び
出
せ
る
程
の
力
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
、

『
は
ぐ
た
ん
』
を
探
す
と
い
う
ね
」 

「
は
ぐ
た
ん
を
!?
」 

 

突
然
出
て
き
た
は
ぐ
た
ん
の
名
に
、
は
な
が
驚
愕
す
る
。 

「
で
、
で
も
…
…
昨
日
、
ハ
リ
ー
が
は
ぐ
た
ん
を
連
れ
て
き
て
く
れ
て

…
…
九
良
さ
ん
は
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
！ 

唄
っ
て
く
れ
た
！ 

 

笑
っ
て
、
は
ぐ
た
ん
を
抱
っ
こ
し
て
く
れ
た
！ 

 

だ
か
ら
、
そ
ん
な
は
ず
な
い
！ 

九
良
さ
ん
は
―
―
」 

「
…
…
だ
が
、
事
情
が
変
わ
っ
た
。
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
？
」 

 

は
な
の
必
死
な
表
情
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
ノ
エ
ル
は
静
か
な
怒
り
を

胸
に
秘
め
、
ゴ
ー
シ
ュ
に
問
う
た
。 

「
そ
う
よ
。
あ
の
出
来
損
な
い
は
、
あ
く
ま
で
テ
ス
ト
。
同
じ
タ
イ
プ

の
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
を
増
や
し
て
、
沢
山
の
保
育
園
に
送
る
予
定
だ
っ
た
。 

 

で
も
あ
の
赤
ん
坊
の
力
は
―
―
少
な
く
と
も
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
に
必

要
な
能
力
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
。 

 

だ
っ
て
、
プ
リ
キ
ュ
ア
は
こ
の
世
界
に
幾
ら
で
も
い
る
ん
だ
も
の
」 

「
…
…
あ
あ
。
そ
の
通
り
だ
。
宇
宙
警
察
等
、
他
の
警
察
組
織
の
デ
ー

タ
を
調
べ
、
僕
も
知
ら
な
い
プ
リ
キ
ュ
ア
の
チ
ー
ム
を
複
数
確
認
し
た
。 

 

そ
の
中
に
は
―
―
『
伝
説
の
戦
士
』
と
呼
ば
れ
た
、『
ふ
た
り
は
プ
リ

キ
ュ
ア
』
―
―
キ
ュ
ア
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
も
い
た
」 

 

ノ
エ
ル
が
補
足
し
た
。
ゴ
ー
シ
ュ
の
言
葉
が
ブ
ラ
フ
で
な
い
こ
と
を
、

一
同
に
伝
え
る
た
め
に
だ
ろ
う
。 

「
あ
の
赤
ん
坊
は
、
異
世
界
へ
の
ゲ
ー
ト
を
開
け
て
、『
伝
説
の
戦
士
』

を
召
喚
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
程
度
な
ら
、
狙
う
必
要
も
な
い
」 

「
だ
か
ら
―
―
切
り
捨
て
た
と
い
う
の
か
!? 

九
良
く
ん
を
!!
」 

 

対
照
的
に
、
熱
い
怒
り
を
隠
さ
な
い
圭
一
郎
。 

「
え
え
。
最
初
か
ら
、
大
し
て
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
」 

「
…
…
…
…
」 

 

無
言
で
、
ノ
エ
ル
が
解
析
装
置
を
取
り
出
し
。
九
良
の
服
を
そ
っ
と

脱
が
せ
、
背
中
の
金
庫
に
貼
り
付
け
た
。 

《
０ ゼ

ロ

！ 

０ ゼ
ロ

！ 

０ ゼ
ロ

！
》 

《
シ
ャ
キ
ー
ン
！
》 

「
暗
証
番
号
ま
で
適
当
な
ら
…
…
」 

 

ノ
エ
ル
が
、
開
い
た
金
庫
を
開
け
る
と
―
― 
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「
中
身
も
適
当
だ
ね
…
…
！
」 

 
ノ
エ
ル
が
見
せ
た
の
は
―
― 

『
ハ
に
ズ
レ
と
書
い
て
何
と
読
む
？
』 

 

と
記
さ
れ
た
、
紙
切
れ
だ
っ
た
。 

「
こ
の
紙
に
、
丁
寧
に
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
反
応
ま
で
偽
装
す
る

な
ん
て
。
結
局
、
手
が
込
ん
で
る
じ
ゃ
な
い
か
」 

「
貴
重
な
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
こ
ん
な
出
来
損
な
い
の
ガ
ラ
ク

タ
に
与
え
る
と
思
う
？
」 

「
ガ
ラ
ク
タ
な
ん
か
じ
ゃ
―
―
な
い
!!
」 

「
…
…
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!
」 

 

遂
に
、
は
な
と
圭
一
郎
の
怒
り
が
爆
発
し
た
。 

「
九
良
さ
ん
を
―
―
」 

「
九
良
く
ん
を
―
―
」 

「
何
だ
と
思
っ
て
る
の
!?
」 

「
何
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!
」 

「
あ
ら
？ 

そ
ん
な
に
こ
の
ガ
ラ
ク
タ
に
、
役
に
立
っ
て

、
、
、
、
、
ほ
し
い
の
？
」 

 

そ
の
ゴ
ー
シ
ュ
の
反
応
に
―
― 

「
!! 

い
け
な
い
!!
」 

 

ノ
エ
ル
が
反
応
す
る
が
、
一
足
遅
か
っ
た
。 

 

ゴ
ー
シ
ュ
が
腕
か
ら
、
九
良
に
向
け
て
、
怪
し
い
光
弾
を
発
射
し
た
。 

 

と
―
― 

 

み
る
み
る
う
ち
に
、
九
良
が
―
―
人
型
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
が
巨
大
化
し

て
い
く
。
そ
れ
が
、
ゴ
ー
シ
ュ
の
ル
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
力
な
の
だ
。 

 

そ
の
様
を
見
上
げ
、
茫
然
と
し
な
が
ら
つ
ぶ
や
く
は
な
。 

「
…
…
え
？ 

え
？ 

何
で
…
…
？
」 

「
私
の
可
愛
い
お
宝
さ
ん
。
あ
の
ガ
ラ
ク
タ
に
、
少
し
で
も
使
い
道
を

与
え
て
あ
げ
て
」 

 

捨
て
台
詞
を
残
し
、
そ
の
場
か
ら
消
え
る
ゴ
ー
シ
ュ
。 

「
オ
オ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
…
…
…
…
」 

 

そ
の
唸
り
声
、
そ
し
て
白
目
を
剥
い
た
表
情
か
ら
は
。 

 

つ
い
さ
っ
き
ま
で
の
、
九
良
の
様
子
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
…
… 

「
―
―
圭
一
郎
！
」 

「
先
輩
！ 

行
き
ま
し
ょ
う
！
」 

 

パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
本
来
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
へ
の
対
抗
組
織
と
し
て

結
成
さ
れ
た
戦
力
部
隊
だ
。 

 

ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
が
起
こ
す
被
害
を
止
め
る
た
め
に
、
ト
リ
ガ
ー
マ
シ

ン
を
巨
大
化
さ
せ
て
、
応
戦
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

が
。
つ
か
さ
、
咲
也
の
呼
び
か
け
に
、
圭
一
郎
は
。 

「
俺
は
…
…
後
か
ら
行
く
」 

『
え
!?
』 

「
…
…
分
か
っ
た
よ
、
圭
一
郎
く
ん
。
二
人
と
も
、
先
に
行
こ
う
」 

 

ノ
エ
ル
に
促
さ
れ
、
先
行
し
て
鎮
圧
に
向
か
う
二
人
。 

 

そ
の
時
、
圭
一
郎
の
瞳
に
映
っ
て
い
た
の
は
―
― 

「
…
…
何
で
？ 

…
…
ど
う
し
て
？ 

こ
ん
な
の
、
酷
す
ぎ
る
！
」 

 

真
っ
先
に
救
う
べ
き
、
狼
狽
し
た
一
人
の
女
の
子
だ
っ
た
。 

「
ど
う
し
て
な
の
!? 

あ
ん
な
に
優
し
か
っ
た
九
良
さ
ん
が
…
…
」 

「
は
な
…
…
」 

「
は
な
！
」 

「
は
な
先
輩
！
」 

「
…
…
は
な
」 

 
仲
間
た
ち
の
呼
び
か
け
に
も
応
え
ら
れ
ず
。 

 

そ
の
場
に
う
ず
く
ま
る
は
な
に
、
圭
一
郎
は
ゆ
っ
く
り
近
寄
っ
た
。 

「
―
―
は
な
ち
ゃ
ん
」 

 

し
ゃ
が
み
込
み
、
そ
の
潤
ん
だ
目
を
見
つ
め
て
。
そ
の
名
を
呼
ん
だ
。 
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「
…
…
圭
一
郎
さ
ん
…
…
私
…
…
」 

「
俺
た
ち
国
際
警
察
の
職
務
と
義
務
。
覚
え
て
い
る
か
？
」 

「
…
…
…
…
え
？
」 

「
…
…
前
に
言
っ
た
だ
ろ
う
？ 

『
俺
た
ち
は
、
国
際
警
察
と
し
て
実
力
を
行
使
す
る
権
限
を
預
か
っ
て

い
る
。
当
然
、
そ
の
権
限
に
は
、
相
応
の
責
任
が
伴
う
』
―
―
」 

「
…
…
…
…
」 

 

は
な
が
、
ゆ
っ
く
り
と
思
い
出
す
。 

 

そ
う
だ
。
そ
の
言
葉
の
後
、
圭
一
郎
は
こ
う
言
っ
た
の
だ
。 

「『
人
々
の
安
全
と
平
和
を
守
る
』
―
―
た
め
」 

「
そ
う
だ
。
そ
れ
が
、
俺
た
ち
国
際
警
察
の
『
仕
事
』
だ
」 

 

う
な
ず
く
圭
一
郎
。 

「
た
と
え
、
ど
ん
な
に
辛
い
時
で
も
。
悲
し
い
時
で
も
。
悔
し
い
時
で

も
。
も
う
全
部
投
げ
出
し
た
い
、
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
時
で
も
。 

 

俺
た
ち
国
際
警
察
は
、
人
々
の
平
和
と
安
全
を
守
る
た
め
、
戦
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
俺
た
ち
が
戦
わ
な
け
れ
ば
、
犠
牲
は
止
ま
ら
な
い
。 

 

そ
れ
が
、
君
た
ち
が
体
験
し
て
い
た
、
俺
た
ち
の
『
仕
事
』
な
ん
だ
」 

 

そ
う
ま
と
め
て
―
― 

 

圭
一
郎
は
、
残
っ
た
三
つ
の
プ
リ
ハ
ー
ト
を
。 

 

そ
っ
と
、
は
な
に
手
渡
し
た
。 

「
…
…
え
？
」 

 

立
ち
上
が
っ
た
圭
一
郎
は
。 

 

は
な
の
視
線
を
、
背
中
か
ら
感
じ
取
り
な
が
ら
も
。 

 

敢
え
て
振
り
向
か
ず
に
、
話
を
続
け
た
。 

「
俺
は
こ
れ
か
ら
も
、
俺
た
ち
の
『
仕
事
』
に
向
き
合
い
続
け
る
。 

 

ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
人
々
の
安
全
と
平
和
を
守
り
続
け
る
。 

 

た
と
え
何
が
あ
ろ
う
と
も
、『
俺
』
で
在
り
続
け
る
。 

 

俺
の
な
る
べ
き
『
朝
加
圭
一
郎
』
に
な
る
た
め
に
―
―
」 

 

「
警
察
…
…
チ
ェ
ン
ジ
…
…
!!
」 

《
１
号
！ 

パ
ト
ラ
イ
ズ
！
》 

《
警
察
チ
ェ
ン
ジ
！
》 

《
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
！
》 

  

走
り
出
し
た
圭
一
郎
―
―
パ
ト
レ
ン
１
号
の
背
中
を
、
ず
っ
と
見
つ

め
て
い
た
は
な
。 

 

そ
ん
な
は
な
の
両
手
に
あ
っ
た
、
三
つ
の
プ
リ
ハ
ー
ト
の
上
に
。 

 

さ
あ
や
と
ほ
ま
れ
が
、
手
を
重
ね
た
―
― 

   

「
か
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!!!! 

い
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
!!!!! 

 

と
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
!!!!! 

お
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
!!!!!
」 

「
う
ぉ
っ
、
熱
血
お
巡
り
ま
で
!!
」 

 

既
に
駆
け
つ
け
て
い
た
ル
パ
ン
レ
ッ
ド
が
、
様
々
な
意
味
で
「
宿
敵
」

で
あ
る
パ
ト
レ
ン
１
号
の
、
い
つ
も
以
上
の
大
声
に
の
け
ぞ
っ
た
。 

「
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
ぞ
!! 

手
を
貸
せ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
!!!!!
」 

「
は
ぁ
!? 

何
言
っ
て
ん
だ
あ
ん
た
!?
」 

「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
…
…
僕
た
ち
か
ら
も
頼
み
ま
す
！
」 

「
快
盗
、
一
時
休
戦
だ
」 

 
同
じ
く
現
着
し
て
い
た
２
号
、
３
号
ま
で
も
が
共
闘
を
持
ち
か
け
る
。 

「
え
っ
？ 

え
っ
？ 

ど
う
い
う
こ
と
ー
？
」 

「
…
…
正
気
か
、
お
前
ら
」 

 

ル
パ
ン
イ
エ
ロ
ー
、
ル
パ
ン
ブ
ル
ー
も
驚
き
を
隠
さ
な
い
が
。 
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「
お
前
た
ち
も
『
戦
隊
』
を
名
乗
る
な
ら
!! 

 
子
供
の
未
来
く
ら
い
!! 

守
っ
て
み
せ
ろ
ォ
ォ
!!
」 

  

そ
の
１
号
の
言
葉
が
。 

 

三
人
の
快
盗
に
。 

「
奪
わ
れ
た
未
来
」
を
―
― 

「
奪
い
返
し
た
い
大
切
な
も
の
」
を
―
― 

 

呼
び
起
こ
さ
せ
た
。 

 

「
快
盗
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
!!!!! 

そ
の
た
め
な
ら
、
俺
は
何
だ
っ
て
す
る
!!
」 

 

土
下
座
で
も
し
そ
う
な
勢
い
で
、
ま
く
し
た
て
る
１
号
に
。 

「
…
…
っ
た
く
、
う
る
せ
ぇ
よ
。
分
か
っ
た
分
か
っ
た
！
」 

 

首
肯
し
た
レ
ッ
ド
。
仮
面
の
奥
で
同
意
す
る
ブ
ル
ー
、
イ
エ
ロ
ー
。 

 

話
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
。
ル
パ
ン
エ
ッ
ク
ス
が
、
グ
ッ
ド
ス
ト

ラ
イ
カ
ー
に
呼
び
か
け
た
。 

「
ウ
ィ
ー
…
…
じ
ゃ
あ
、
頼
ん
だ
よ
！ 

グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
！
」 

《
オ
イ
ラ
に
任
せ
ろ
、
ノ
エ
ル
！
》 

   

《
超
越
エ
ッ
ク
ス
ガ
ッ
タ
ー
イ
ム
！
》 

《
グ
ッ
ド
ク
ル
カ
イ
ザ
ー
！ 

Ｖ ブ
イ

！ 

Ｓ エ
ス

！ 

Ｘ
エ
ッ
ク
ス

！
》 

 

グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
を
中
心
に
。 

 

快
盗
と
警
察
の
、
計
十
機
の
Ｖ
Ｓ
ビ
ー
ク
ル
が
合
体
し
。 

 

グ
ッ
ド
ク
ル
カ
イ
ザ
ー
Ｖ
Ｓ
Ｘ
が
、
そ
の
圧
倒
的
な
体
躯
で
、
巨
大

人
型
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
に
立
ち
塞
が
る
。 

 

こ
れ
以
上
、
子
供
た
ち
を
悲
し
ま
せ
な
い
た
め
に
。 

 

子
供
た
ち
の
未
来
を
、
守
る
た
め
に
。 

   

「
…
…
で
、
ど
う
す
る
ん
だ
。
熱
血
お
巡
り
さ
ん
」 

 

レ
ッ
ド
の
問
い
に
。
熱
気
を
一
度
胸
に
秘
め
、
１
号
が
答
え
る
。 

「
こ
の
ま
ま
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
動
き
を
止
め
る
」 

「
は
ぁ
!? 

倒
す
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
よ
」 

「
た
だ
攻
撃
す
る
だ
け
が
、『
戦
い
方
』
じ
ゃ
な
い
。 

 

何
よ
り
、『
倒
す
』
こ
と
を
、
彼
女
た
ち
は
望
ん
で
い
な
い
」 

（
圭
一
郎
く
ん
…
…
君
は
…
…
） 

 

同
じ
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
で
、
レ
ッ
ド
と
１
号
の
や
り
取
り
を
静
か
に
聞

き
な
が
ら
、
エ
ッ
ク
ス
が
「
圭
一
郎
」
の
真
意
を
悟
る
。 

「
…
…
彼
女
た
ち
？
」 

「
あ
あ
。
必
ず
―
―
来
る
！ 

そ
れ
ま
で
の
足
止
め
だ
！
」 

「
相
変
わ
ら
ず
、
面
倒
く
せ
ぇ
お
巡
り
さ
ん
だ
ぜ
…
… 

 

し
ゃ
ー
ね
ぇ
、
付
き
合
っ
て
や
る
よ
！
」 

   

「
あ
ん
な
こ
と
、
九
良
さ
ん
は
望
ん
で
い
な
い
…
…
」 

 
遠
く
の
空
に
望
む
、
巨
大
化
さ
せ
ら
れ
た

、
、
、
、
、
九
良
と
、
グ
ッ
ト
ク
ル
カ

イ
ザ
ー
Ｖ
Ｓ
Ｘ
。
そ
れ
を
見
つ
め
て
。 

「
九
良
さ
ん
の
な
り
た
か
っ
た
、『
ギ
ヤ
ン
・
九
良
』
じ
ゃ
な
い
！
」 

 

は
な
が
。
少
し
ず
つ
。
ゆ
っ
く
り
と
…
…
立
ち
上
が
る
。 

「
だ
っ
た
ら
、
私
た
ち
が
取
り
戻
す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ん
て
…
… 
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私
が
な
り
た
い
『
野
乃
は
な
』
じ
ゃ
な
い
!!
」 

   

『
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
!!
』 

『
ハ
ー
ト
、
キ
ラ
ッ
と
!!
』 

 

「
輝
く
未
来
を
、
抱
き
し
め
て
！ 

 

み
ん
な
を
応
援
！ 

元
気
の
プ
リ
キ
ュ
ア
、
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
！
」 

「
み
ん
な
を
癒
す
！ 

知
恵
の
プ
リ
キ
ュ
ア
、
キ
ュ
ア
ア
ン
ジ
ュ
！
」 

「
み
ん
な
輝
け
！ 

力
の
プ
リ
キ
ュ
ア
、
キ
ュ
ア
エ
ト
ワ
ー
ル
！
」 

『
み
ん
な
大
好
き
!! 

愛
の
プ
リ
キ
ュ
ア
!!
』 

「
キ
ュ
ア
マ
シ
ェ
リ
！
」 

「
キ
ュ
ア
ア
ム
ー
ル
！
」 

『
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
プ
リ
キ
ュ
ア
!!
』 

   

「
―
―
圭
一
郎
さ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ん
!!!!!
」 

 

変
身
し
た
途
端
、
全
速
力
で
走
り
出
し
た
、
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
の
呼
び

か
け
に
。
大
声
で
応
え
る
１
号
。 

「
―
―
待
っ
て
い
た
ぞ
、
プ
リ
キ
ュ
ア
!!
」 

「
え
、
え
？ 

あ
れ
が
プ
リ
キ
ュ
ア
!?
」 

「
…
…
思
っ
て
い
た
よ
り
、
派
手
だ
な
」 

「
何
だ
か
、
女
の
子
の
戦
隊
み
た
い
だ
ね
…
…
」 

 

初
め
て
直
視
し
た
プ
リ
キ
ュ
ア
の
姿
に
。
レ
ッ
ド
、
ブ
ル
ー
、
イ
エ

ロ
ー
が
、
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
、
つ
ぶ
や
い
た
。 

 

続
け
て
現
れ
た
、
四
人
の
プ
リ
キ
ュ
ア
と
共
に
。 

 

グ
ッ
ト
ク
ル
カ
イ
ザ
ー
Ｖ
Ｓ
Ｘ
の
肩
の
上
に
、
五
人
が
飛
び
乗
っ
た
。 

 

そ
し
て
エ
ー
ル
が
、
ち
ゃ
ん
と
右
手
で
敬
礼
し
て
か
ら
。 

「
私
た
ち
も
戦
い
ま
す
！ 

九
良
さ
ん
の
た
め
に
！
」 

「
あ
あ
、
俺
た
ち
も
そ
う
だ
！
」 

 

エ
ー
ル
と
１
号
が
。 

「
九
良
さ
ん
が
望
ん
で
い
た
未
来
の
た
め
に
！
」 

「
そ
う
だ
、
そ
の
通
り
だ
！ 

プ
リ
キ
ュ
ア
！
」 

 

ア
ン
ジ
ュ
と
３
号
が
。 

「
私
た
ち
プ
リ
キ
ュ
ア
の
力
で
、
九
良
さ
ん
を
救
い
ま
す
！
」 

「
う
ん
！ 

僕
た
ち
も
手
伝
う
よ
、
プ
リ
キ
ュ
ア
！
」 

 

エ
ト
ワ
ー
ル
と
２
号
が
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
敬
礼
し
、
互
い
に
息
を
合
わ
せ
る
。 

「
…
…
何
、
盛
り
上
が
っ
ち
ゃ
っ
て
ん
の
？
」 

「
い
い
か
ら
快
盗
さ
ん
も
、
手
助
け
す
る
の
で
す
」 

「
説
明
は
後
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

 

完
全
に
取
り
残
さ
れ
た
レ
ッ
ド
に
は
、
マ
シ
ェ
リ
と
ア
ム
ー
ル
の
、

冷
た
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。 

《
お
お
!! 

何
か
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
っ
て
き
た
!!
》 

 

が
、
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
に
は
そ
の
熱
さ
が
伝
わ
っ
た
ら
し
い
。 

《
プ
リ
キ
ュ
ア
に
グ
ッ
と
き
ち
ま
っ
た
ぜ
！ 

俺
も
手
伝
―
―
》 

「
お
い
待
て
！ 

こ
こ
で
お
前
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
合
体
が
解
除
さ

れ
ち
ま
う
だ
ろ
う
が
！
」 

 
慌
て
て
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
を
静
止
す
る
レ
ッ
ド
だ
が
。 

「
―
―
い
や
。
そ
れ
で
い
こ
う
」 

「
エ
ッ
ク
ス
？
」 

「
ノ
エ
ル
？
」 
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何
か
策
を
思
い
つ
い
た
ら
し
い
。
エ
ッ
ク
ス
が
、
レ
ッ
ド
と
１
号
に

話
し
出
し
た
。 

「
ど
う
せ
合
体
解
除
す
る
な
ら
、
ビ
ー
ク
ル
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ラ
イ
ク
で
、

相
手
の
動
き
を
止
め
て
か
ら
に
し
よ
う
。 

 

勿
論
、
弱
点
で
あ
る
金
庫
を
外
し
て
ね
」 

 

ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
の
身
体
を
構
成
す
る
コ
ア
は
、
あ
の
金
庫
だ
。
金
庫

を
破
壊
す
れ
ば
、
ギ
ャ
ン
グ
ラ
ー
は
爆
散
し
て
し
ま
う
の
だ
。 

「
そ
し
て
合
体
を
解
除
し
た
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
、
そ
の
ま
ま
、

プ
リ
キ
ュ
ア
の
元
に
向
か
う
。
そ
こ
か
ら
は
、
君
に
任
せ
る
よ
」 

《
お
う
！ 

オ
イ
ラ
、
い
い
こ
と
考
え
た
ん
だ
！
》 

「
了
解
し
た
！ 

標
的
を
間
違
え
る
な
よ
、
快
盗
！
」 

「
そ
っ
ち
こ
そ
な
、
お
巡
り
さ
ん
！
」 

 

エ
ッ
ク
ス
の
作
戦
を
承
諾
し
た
レ
ッ
ド
、
１
号
が
。 

 

同
じ
く
う
な
ず
い
た
、
ブ
ル
ー
と
イ
エ
ロ
ー
、
２
号
と
３
号
が
。 

 

エ
ッ
ク
ス
と
共
に
、
グ
ッ
ト
ク
ル
カ
イ
ザ
ー
Ｖ
Ｓ
Ｘ
の
合
体
を
解
除

し
た
！ 

《
グ
ッ
ド
ク
ル
カ
イ
ザ
ー
！ 

ビ
ー
ク
ル
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ラ
イ
ク
！
》 

 

快
盗
と
警
察
、
全
十
機
の
Ｖ
Ｓ
ビ
ー
ク
ル
が
。 

 

し
が
み
つ
い
て
い
た
九
良
を
吹
き
飛
ば
し
、
動
き
を
鈍
ら
せ
る
。 

 

そ
の
隙
に
、
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
、
エ
ー
ル
の
元
に
飛
来
し
た
。 

《
お
！ 

お
あ
つ
ら
え
向
き
の
も
の
持
っ
て
る
じ
ゃ
ん
！
》 

「
え
？ 

あ
な
た
誰
？
」 

《
オ
イ
ラ
、
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
！ 

 

お
前
た
ち
プ
リ
キ
ュ
ア
に
、
グ
ッ
と
来
た
ん
だ
！ 

 

だ
か
ら
、
手
を
貸
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
っ
て
さ
！
》 

「
そ
う
な
ん
だ
…
…
あ
り
が
と
う
！ 

 

私
は
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
、
よ
ろ
し
く
ね
―
―
っ
て
、
め
ち
ょ
っ
く
!?
」 

 

エ
ー
ル
が
取
り
出
し
て
い
た
、「
お
あ
つ
ら
え
向
き
の
も
の
」
こ
と
、

エ
ー
ル
タ
ク
ト
に
、
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
張
り
付
い
た
の
だ
。 

《
さ
ぁ
行
く
ぜ
、
プ
リ
キ
ュ
ア
！ 

突
撃
用
意
！
》 

「
こ
れ
っ
て
…
…
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

「
…
…
何
な
の
？
」 

 

同
時
に
、
ア
ン
ジ
ュ
の
ア
ン
ジ
ュ
ハ
ー
プ
、
エ
ト
ワ
ー
ル
の
エ
ト
ワ

ー
ル
フ
ル
ー
ト
が
。 

 

グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
付
き
の
エ
ー
ル
タ
ク
ト
同
様
に
、
虹
色
に
光

り
出
し
た
！ 

《
エ
ー
ル
、
ア
ン
ジ
ュ
、
エ
ト
ワ
ー
ル
！ 

行
く
ぜ
！
》 

 

グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
叫
ぶ
と
―
― 

《
一
・
致
・
団
・
結
!!!
》 

 

「
な
…
…
何
だ
あ
り
ゃ
!?
」 

「
パ
ト
レ
ン
Ｕ

号

ユ
ー
ご
う

…
…
な
の
、
か
？
」 

 

Ｖ
Ｓ
ビ
ー
ク
ル
か
ら
降
り
た
レ
ッ
ド
が
唖
然
と
し
。 

 

１
号
も
、
首
を
ひ
ね
っ
た
。 

 

無
理
も
な
か
っ
た
。 

 

『
ス
ー
パ
ー
!!! 

め
ち
ょ
―
―
っ
っ
っ
っ
っ
く
!!!
』 

『
ま
さ
か
、
私
た
ち
…
…
』 

『
合
体
し
ち
ゃ
っ
て
る
!!?
』 

 
そ
こ
に
は
。 

 

キ
ュ
ア
エ
ー
ル
を
中
心
に
―
―
い
や
、
真
ん
中
に
し
て
。 

 

右
半
身
に
ア
ン
ジ
ュ
の
、
左
半
身
に
エ
ト
ワ
ー
ル
の
衣
装
が
縫
い
合

わ
さ
れ
た
、
摩
訶
不
思
議
な
プ
リ
キ
ュ
ア
が
立
っ
て
い
た
。 
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ピ
ン
ク
と
水
色
と
黄
色
の
配
色
。
カ
ラ
フ
ル
に
も
程
が
あ
っ
た
。 

「
何
な
の
で
す
!? 

こ
れ
…
…
」 

「
理
解
不
能
…
…
し
か
し
、
エ
ー
ル
た
ち
三
人
の
意
識
が
、
別
個
と
し

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
分
析
で
き
ま
し
た
」 

 

こ
れ
に
は
マ
シ
ェ
リ
、
ア
ム
ー
ル
も
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
。 

《
や
っ
た
ぜ
！ 
一
か
八
か
だ
っ
た
け
ど
、
試
し
て
み
る
も
ん
だ
な
！
》 

「
や
っ
つ
け
本
番
だ
っ
た
の
で
す
か
!?
」 

 

マ
シ
ェ
リ
の
ツ
ッ
コ
ミ
を
無
視
し
、
虹
色
に
輝
く
メ
ロ
デ
ィ
ソ
ー
ド

に
尚
も
く
っ
つ
い
て
い
る
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
、
宣
言
し
た
。 

《
名
付
け
て
、「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
プ
リ
Ｕ
号
」
！
》 

『
そ
の
ま
ん
ま
だ
―
―
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
!!!!!
』 

 

レ
ッ
ド
、
１
号
が
、
ハ
モ
り
な
が
ら
絶
叫
し
て
ツ
ッ
コ
ん
だ
。 

 

が
―
― 

『
う
ん
…
…
凄
い
力
を
感
じ
る
！
』 

 

当
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
プ
リ
Ｕ
号
は
。 

『
こ
れ
な
ら
…
…
で
き
る
！
』 

『
イ
ケ
そ
う
な
気
が
す
る
！
』 

 

Ｈ
Ｕ
Ｇ
プ
リ
Ｕ
号
の
中
の
、
エ
ー
ル
、
ア
ン
ジ
ュ
、
エ
ト
ワ
ー
ル
が
、

心
を
一
つ
に
し
て
い
た
。 

 

見
据
え
る
は
、
大
木
に
倒
れ
込
ん
だ
九
良
。 

「
行
け
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
!!!!! 

プ
リ
キ
ュ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
!!!!!
」 

「
無
茶
苦
茶
だ
が
…
…
や
っ
ち
ま
え
、
プ
リ
キ
ュ
ア
!!
」 

 

１
号
と
レ
ッ
ド
の
応
援
を
受
け
て
―
― 

 

『
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
!!!
』 

 

虹
色
に
輝
い
た
グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
に
、
ロ
ー
ズ
、
ネ
イ
ビ
ー
、

オ
レ
ン
ジ
の
、
三
つ
の
ミ
ラ
イ
ク
リ
ス
タ
ル
を
セ
ッ
ト
し
て
。 

『
エ
ー
ル
タ
ク
ト
！
』 

『
ア
ン
ジ
ュ
ハ
ー
プ
！
』 

『
エ
ト
ワ
ー
ル
フ
ル
ー
ト
！
』 

 

三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
を
同
時
に
奏
で
、
そ
れ
が
融
合
し
て
い
く
。 

 

一
方
の
九
良
は
、
動
き
を
止
め
た
。 

  

文
字
通
り
一
致
団
結
し
、
最
大
限
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
、
虹
色
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
プ
リ
Ｕ
号
を
包
む
。 

 

更
に
は
、
ツ
イ
ン
ラ
ブ
ギ
タ
ー
で
伴
奏
を
始
め
た
マ
シ
ェ
リ
、
ア
ム

ー
ル
の
力
ま
で
加
わ
っ
て
、
虹
色
の
輝
き
が
増
し
―
― 

『
心
の
ト
ゲ
ト
ゲ
、
飛
ん
で
い
け
!!!
』 

 

遂
に
浮
遊
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
プ
リ
Ｕ
号
が
、
九
良
の
胸
元
に
突
撃
し
た
！ 

 

『
プ
リ
キ
ュ
ア
・
グ
ッ
ド
フ
ル
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
!!!
』 

    

虹
色
の
、
光
の
中
で
―
― 

（
…
…
九
良
さ
ん
？ 

九
良
さ
ん
！
） 

（
…
…
…
…
…
…
…
…
） 

（
私
だ
よ
、
は
な
だ
よ
！
） 

（
…
…
…
…
…
…
…
…
） 

（
お
願
い
、
元
に
戻
っ
て
！
） 

（
…
…
…
…
…
…
…
…
） 

（
ま
た
、
保
育
園
で
、
子
供
た
ち
と
遊
ぼ
う
よ
！
） 

（
…
…
…
…
…
…
…
…
） 

（
お
願
い
だ
か
ら
…
…
返
事
を
し
て
よ
！
） 
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（
…
…
…
…
…
…
…
…
あ
り
が
、
と
―
―
） 

  

そ
の
時
、
九
良
の
背
中
の
金
庫
に
、
ヒ
ビ
が
入
っ
た
―
― 

   

「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
っ
と
プ
リ
キ
ュ
ア
…
…
」 

  

グ
ッ
ド
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
離
れ
、
元
に
戻
っ
た
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
は
。 

   

「
エ
ー
ル
…
…
フ
ォ
ー
…
…
…
…
」 

    

野
乃
は
な
は
―
― 

          
エ
ピ
ロ
ー
グ 

  

「
…
…
今
回
の
事
件
で
は
、
本
当
に
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」 

 

後
日
の
こ
と
。 

 

ス
ー
ツ
姿
の
圭
一
郎
が
、
菓
子
折
り
を
持
っ
て
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
て
い
た
。 

「
は
な
ち
ゃ
ん
は
―
―
」 

 

哀
し
そ
う
に
、
首
を
振
る
さ
あ
や
た
ち
四
人
。 

「
ま
ぁ
…
…
今
は
、
そ
っ
と
し
て
お
い
た
ほ
う
が
え
え
で
し
ょ
う
」 

「
は
ぎ
ゅ
ー
…
…
」 

「
―
―
そ
れ
で
も
」 

 

暗
い
表
情
の
ハ
リ
ー
、
は
ぐ
た
ん
に
。
圭
一
郎
は
。 

「
は
な
ち
ゃ
ん
な
ら
、
き
っ
と
、
ま
た
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
る
。 

 

そ
う
、
俺
も
信
じ
て
い
ま
す
」 

「
は
な
先
輩
な
ら
、
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
」 

「
そ
の
確
率
は
、
き
っ
と
２
０
０
％
で
す
」 

 

か
す
か
に
笑
み
を
見
せ
な
が
ら
、
え
み
る
と
ル
ー
ル
ー
が
同
意
し
た
。 

「
…
…
そ
れ
で
、
圭
一
郎
さ
ん
」 

「
ど
う
し
た
、
さ
あ
や
ち
ゃ
ん
？
」 

「
プ
リ
ハ
ー
ト
の
件
は
―
―
」 

「
…
…
君
も
律
儀
だ
な
。
あ
の
時
、
は
な
ち
ゃ
ん
に
返
し
た
時
に
。 

 
そ
し
て
、
君
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
時
に
。 

 
君
た
ち
な
ら
ク
ラ
イ
ア
ス
社
と
戦
っ
て
い
け
る
、
そ
う
確
信
し
た
よ
」 

「
…
…
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
…
…
ご
ざ
い
ま
す
」 

「
そ
ん
な
無
理
し
て
、
か
し
こ
ま
ら
な
く
て
い
い
ぞ
、
ほ
ま
れ
ち
ゃ
ん
。 

 

俺
た
ち
は
も
う
、
年
齢
を
越
え
た
『
友
達
』
な
ん
だ
か
ら
」 
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「
…
…
そ
っ
か
。
あ
り
が
と
」 

 
圭
一
郎
の
言
葉
に
。
ほ
ま
れ
、
さ
あ
や
に
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
明
る

さ
が
戻
っ
た
。 

「
だ
が
、
俺
た
ち
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
も
任
務
が
あ
る
。
時
間
が
空
い

て
い
れ
ば
君
た
ち
を
助
け
に
行
け
る
が
、
い
つ
で
も
と
は
い
か
な
い
。 

 

現
に
俺
は
、
も
う
す
ぐ
独
り
で
の
極
秘
任
務
に
就
く
か
ら
な
」 

 

強
盗
グ
ル
ー
プ
が
所
持
し
て
い
る
Ｖ
Ｓ
ビ
ー
ク
ル
を
取
り
返
す
た
め
、

美
術
商
を
装
っ
て
彼
ら
に
接
触
す
る
と
い
う
重
大
任
務
だ
が
、
そ
れ
は

ま
た
別
の
話
で
あ
る
。 

「
だ
か
ら
…
…
こ
れ
を
君
た
ち
に
渡
し
て
お
く
」 

 

圭
一
郎
が
取
り
出
し
た
の
は
、
一
枚
の
紹
介
状
だ
っ
た
。 

「
宇
宙
警
察
内
の
『
銀
河
連
邦
警
察
』
は
、
組
織
犯
罪
対
策
を
専
門
と

し
て
い
る
。 

 

こ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
『
宇
宙
刑
事
』
た
ち
が
所
属
し
て
い
て
―
―

俺
た
ち
も
以
前
、
特
別
に
派
遣
さ
れ
た
宇
宙
刑
事
か
ら
、『
教
官
』
と
し

て
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
ね
。 

 

確
か
、
君
た
ち
と
は
別
の
プ
リ
キ
ュ
ア
と
も
認
識
が
あ
る
と
も
伺
っ

て
い
る
。
彼
女
た
ち
も
―
―
君
た
ち
の
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」 

 

更
に
、
そ
の
宇
宙
刑
事
の
名
が
書
か
れ
た
名
刺
を
添
え
て
、
テ
ー
ブ

ル
に
そ
っ
と
置
い
た
。 

「
君
た
ち
プ
リ
キ
ュ
ア
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
件
が
あ
れ
ば
、

銀
河
連
邦
警
察
を
訪
ね
て
く
れ
。
き
っ
と
、
力
に
な
っ
て
く
れ
る
。 

 

勿
論
俺
た
ち
も
、
で
き
る
範
囲
で
協
力
す
る
。 

 

―
―
忘
れ
な
い
で
く
れ
。
プ
リ
キ
ュ
ア
だ
け
で
―
―
君
た
ち
だ
け
で

抱
え
込
ま
な
い
で
く
れ
。 

 

人
々
の
安
全
と
平
和
を
守
る
、
俺
た
ち
の
よ
う
な
戦
士
―
―
ヒ
ー
ロ

ー
に
、
い
つ
だ
っ
て
頼
っ
て
く
れ
て
い
い
ん
だ
」 

 

大
き
く
う
な
ず
い
た
プ
リ
キ
ュ
ア
た
ち
に
。 

「
…
…
今
度
は
、
客
と
し
て
来
る
か
ら
。
同
僚
や
友
人
と
一
緒
に
」 

 

敬
礼
し
、
圭
一
郎
は
去
っ
て
い
っ
た
。 

    

曇
り
空
の
中
。
行
く
宛
も
考
え
ぬ
ま
ま
。 

 

肩
を
落
と
し
て
、
独
り
で
少
女
が
歩
い
て
い
た
。 

 

（
…
…
私
、
助
け
ら
れ
た
の
か
な
） 

（
も
っ
と
、
プ
リ
キ
ュ
ア
と
し
て
の
力
が
あ
っ
た
ら
） 

（
九
良
さ
ん
を
…
…
助
け
ら
れ
た
の
か
な
…
…
） 

  

あ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
思
考
は
空
回
り
す
る
ば
か
り
だ
。 

 

同
じ
こ
と
を
考
え
、
結
論
の
出
な
い
ま
ま
、
ま
た
考
え
に
浸
る
。 

 

（
…
…
圭
一
郎
さ
ん
は
、
プ
リ
ハ
ー
ト
を
返
し
て
く
れ
た
） 

（
だ
け
ど
） 

（
今
の
私
に
、
プ
リ
キ
ュ
ア
の
資
格
…
…
あ
る
の
か
な
） 

 

（
助
け
た
い
人
を
、
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
） 

（
私
の
な
り
た
い
「
野
乃
は
な
」
に
、
な
れ
な
か
っ
た
） 

（
私
の
な
り
た
い
「
キ
ュ
ア
エ
ー
ル
」
に
、
な
れ
な
か
っ
た
） 

 

（
そ
ん
な
私
が
…
…
…
…
） 

  

そ
の
、
無
限
迷
宮
の
出
口
は
―
― 
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「
―
―
!!
」 

  

す
ぐ
、
そ
ば
に
あ
っ
た
。 

 

『
と
ど
け
た
い
こ
と
ー
♪ 

あ
る
ん
だ
ー
♪
』 

  

ピ
ア
ノ
の
伴
奏

、
、
、
、
、
、
と
一
緒
に
、
子
供
た
ち
の
合
唱
が
聞
こ
え
た
。 

 

『
き
み
の
こ
と
ー
♪ 

す
き
な
ん
だ
ー
♪
』 

  

雲
が
晴
れ
、
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
た
、
あ
の
保
育
園
が
見
え
た
。 

 

「
ふ
た
り
の
ハ
ー
ト
…
…
リ
ボ
ン
で
む
す
ぶ
…
…
」 

  

そ
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
無
意
識
に
口
ず
さ
む
。 

 

「
と
も
だ
ち
に
…
…
な
ろ
う
よ
…
…
」 

   

（
…
…
そ
う
か
） 

（
生
き
て
る
ん
だ
） 

（
九
良
さ
ん
の
な
り
た
い
九
良
さ
ん
は
） 

（
こ
こ
、
、
に
―
―
い
る
ん
だ
！
） 

（
九
良
さ
ん
と
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
の
中
に
） 

（
九
良
さ
ん
は
―
―
い
る
ん
だ
！
） 

 

（
九
良
さ
ん
は
―
―
な
り
た
い
自
分
に
、
な
れ
た
ん
だ
！
） 

     

何
で
も
で
き
る
！ 

 

何
で
も
な
れ
る
！ 

 

輝
く
未
来
を
、
抱
き
し
め
て
！ 

  

フ
レ
、
フ
レ
、
み
ん
な
！ 

 

フ
レ
、
フ
レ
、
私
！ 

   

「
行
っ
く
よ
―
―
!!
」 

  

光
に
向
か
っ
て
。 

 

未
来
に
向
か
っ
て
。 

  

野
乃
は
な

、
、
、
、
は
、
再
び
走
り
出
し
た
―
― 

      

→
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｅ
Ｄ 

Ｔ
Ｏ 

♯
３
０
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 もはやあとがきを書く資格すらない程、完成を遅らせてしまいましたが。 

 一つだけ…… 

 

 最後、圭一郎が話した。 

 圭一郎たちを「教官」として指導し、別のプリキュアとも認識がある宇宙刑事の話は。 

 

 盟友の有阪嘉人さんが、pixiv に上げた作品。 

『宇宙刑事キュリア』 

「キュリア・ルパンレンジャー・パトレンジャー 女神の祝砲と光の腕輪」 

（https://www.pixiv.net/novel/show.php?id=9547678） 

 から(勝手に)引用させていただきました。 

 

 宇宙刑事キュリアが、プリキュアと出逢ったお話も。 

 同じく、有阪さんの pixiv のアカウントの。 

『Ｇｏ！プリンセスプリキュア』と、宇宙刑事シリーズのクロスオーバー作品。 

「羽ばたけ！夢へと向かう輝きの翼！！」 

（https://www.pixiv.net/novel/show.php?id=7289623） 

 こちらで読むことができます。 

 

 どちらも傑作です。 

 宇宙刑事キュリアこと御堂
みどう

絢
あや

、そのパートナーのユリー。 

 有阪さんのオリジナルキャラも、とてもいい味を出しています。 

 というか自分は、この『宇宙刑事キュリア』シリーズ自体が、大好きなもので…… 

 是非、ご清覧ください。 

 

 

 

 それでは、またどこかで。 

 

馳川 HTB 

 

 

 

奥付 

『ＨＵＧっと！プリキュア VS 警察戦隊パトレンジャー 

feat.快盗戦隊ルパンレンジャー』 

「ギャングラーと友達に」 
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